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口絵－３　調査地全景（１区と２区の合成写真）



口絵－４　竈の袖石の石材として切り出された自然流路（1号溝）

口絵－５　住居址や溝から出土した遺物
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大
おおえいせきぐん

江遺跡群発
はっくつちょうさ

掘調査の概
がいよう

要（ダイジェスト版）

１　調査のきっかけ

　大江遺跡群は、北は熊本市渡
とろく

鹿から、南は九
く ほ ん じ

品寺に至る約3.4㎞2に及ぶ広さをもつ遺跡です

（P5、図－5）。今回の調査は、遺跡の範囲の中でも、南西部の九品寺3丁目にある県営九品

寺団地の敷地内で行いました。県営九品寺団地は、昭和28年に建設されましたが、老
ろうきゅうか

朽化にと

もなって建て替え工事を行う計画が出されました。「文
ぶんかざ い ほ ご ほ う

化財保護法」では、工事などを行うこ

とによって、遺跡を壊したり、この先見ることができなくなる場合、発掘調査を行わなければ

ならないとしています。そこで、今回建物の建つ範囲の発掘調査を行いました。調査は、平成

17年1月から3月までの期間で、約1,660㎡の範囲を行いました。

２　調査によってわかったこと

（１）遺
いこう

構・流
りゅうろ

路について

　古墳時代から平安時代初期（今から約1,400年前から約1,200年前）にかけて、集落があった

ことがわかりました。遺構は、竪
たてあなじゅうきょ

穴住居21軒、掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物１軒、何かの目的があって掘られた

穴21基、溝５条、畑に伴う溝3条が確認されました（P11-12、図－10）。古墳時代の住居は、

あまり重なって出てきませんが、奈良時代から平安時代の住居は、いくつも家が重なって出て

きます。これは、ある一定の期間に、何回も家を建てたことを意味しています。おそらく、住

宅密集地であったと思われます。また、竪穴住居の大きさの傾向としては、古墳時代から奈良

時代全盛期までは、１辺が約４ｍ程度あり、竪穴住居がつくられていた時期の最後の方では１

辺2.5～３ｍ程度のやや小さめのものに変化していくことがわかりました。

①　竪穴住居の建築順序

　今回の調査で、竪穴住居がつくられる手順を知ろうと、慎
しんちょう

重に竪穴住居の中を埋めた土や当

時の人が人
じんいてき

為的に埋めた土を取り去りどのような手順で家を作ったのか調べました。図－１に

示すような工程で家を築いたようです。平らな土の床を作ったり「かまど」を作ったりなど、

ひと昔前とあまりかわらないようなものをつくっていたようです。ただし、壁や屋根について

は、今回の調査では、わかりませんでした。また、煮
に

炊
た

きにつかう「かまど」の基礎となる石

は、隣
りんせつ

接する小川から材料となる石を切り出してきて使用していました。今回、石の成分を調

べた結果、かまどで使用されていた石と小川の川底に出ている地層の成分が一致しました。ま

た、実際、川底から切り出したあとが発見されました。これらの事実から、この小川から石を

切り出したことがわかったのです。この石は、この大江遺跡群だけでなく、近
きんりん

隣の遺跡でも「か

まど」の石として使用されているようです。

②　かまどの基礎となる石を切りだした川

　川幅は広いところで約 17m、川底は約 6m、深さは約 2m50㎝程度あるような川ではなかっ

たかと思っています。今回調査したところからは、人為的につくったような規
きかくせい

格性のあるつく

りはしていませんでした。川を埋めていたものは、しま模様のある砂と粘土からできていまし
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①　住居の範囲を設定 ②　範囲の輪かく部分を掘る

③　同じ深さで四角形の形に掘る ④　土を入れ平らに整地し床をつくる
　　人が住み、踏み固めると硬くなる（硬化面）

⑤　柱を立てる ⑥　かまどをつくる（柱とかまどのつくる順番は
　　今回わかりませんでした）　

⑦　屋根や壁をつくる（和田　萃，1992）より一部引用

図－１　今回の発掘調査でわかった竪穴住居の建造順序

た。これらの埋まった土などから、いつもは水の流れのある川で、ある時期から流れのあまり

ないよどんだ川になったことが推定できます。

　この川底から、硬くなった凝
ぎょうかいしつさがん

灰質砂岩や粘
ねんど

土（図－ 2）がとれます。これらを切り出しては、「か

まど」の基礎の石として使っていました。この凝灰質砂岩や粘土は、九品寺一帯に堆
たいせき

積してい

るようです。この粘土は、多くの分析をおこなった結果、阿蘇の火山活動で発生した泥水だけ

が低いところに留
とど

まってできたのではないかと考えています。
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粘土（7層）

　川から切り出した石が古
こふん じ だ い

墳時代（6世紀後

半）の竪穴住居で使用されており、川を埋
う

め

た土から奈
な ら じ だ い

良時代から鎌
かまくらじだい

倉時代（13世紀前半）

までの遺物が出土しています。これらのこと

から、この川は、古墳時代にはできており、

鎌倉時代には完全に埋まったことがわかりま

した。　

（２）遺
いぶつ

物について

　出土した土
は じ き

師器・須
す え き

恵器の土器には、甕
かめ

、

壺
つぼ

、坏
つき

、椀
わん

、高
たかつき

坏、蓋
ふた

、皿
さら

、酌
しゃく

（写真－ 2）

図－２　流路の断面図（左側が東側）

写真－２　いろいろな種類の土器

写真－１　石
せきぞく

鏃と鉄
てつぞく

鏃



などいろいろな種類のものがありました。これらは、日常生活のなかで、煮炊きにつかったり、

食べ物を盛ったり、食べ物を貯蔵したりなど多くの用途につかったと考えられます。

　土器以外では、魚
ぎょもう

網につけられていたと思われる土
どすい

錘、糸をつむぐための鉄または石ででき

た紡
ぼうすいしゃ

錘車、刀
とうす

子とよばれる小
こがたな

刀（写真－ 3）、鉄
てつぞく

鏃や石
せきぞく

鏃（写真－ 1）など多くの日常生活で使

用されたと考えられる遺物が出土しました。

　その他、特殊な遺物として、遺構や遺構を覆
おお

っている遺物を含んだ土（遺
いぶつほうがんそう

物包含層）から墨
すみ

で文字が書いてある土器が見つかっています。奈良時代には、読み書きのできるのは、役
やくにん

人や

僧
そうりょ

侶など一部の人に限られていましたので、おそらくこの近くに役人や僧侶と考えられる人々

が住んでいたのではないかと推測されます。8世紀半ばには、託
たくまぐん

麻郡に国
こくふ

府が設置され、その

推定地が熊本市国
こくぶほんまち

府本町周辺（P5、図－ 5）とされていますからうなずけるところです。

　かまどの中に残っていた土を洗って観察したところ、ガラス製の小玉やモモ、カラスザンショ

ウ、センダン、カヤツリグサ科、ケシ科などの種子（P95、写真－ 67）が出てきました。当時

の人々の食物等はどのようなものだったのでしょうか。　

（３）過去の自然環境を復元

　調査を行った九品寺団地の地下に堆
たいせき

積している土に含まれている花粉・ケイソウ化石・植
しょくぶつ

物

珪
けいさんたい

酸体などの微
び か せ き

化石の種類を調べ、九品寺一帯の昔の植物や地面の様子などを推測してみまし

た。

　図－３は、古墳時代の九品寺一帯の様子を復元したイメージ図です。微化石分析の結果をふ

まえ復元しています。奥に見える山が金峰山で、真ん中に右から左に流れている川が白川で

す。最も手前に見えている川が今回確認された小川です。集落には、竪穴住居などがたってお

り、集落の周辺では畑作や稲作が行われていたようです。遺跡周辺の稲作の開始時期を探るた

め、約6千年前からの層ごとの年代と微化石を調べたところ、約2千年前から急激にイネの化石

が増加することが確認されました。おそらく弥
やよ い じ だ い

生時代の半ば頃からこの地域では稲作が行われ

るようになったようです。また、当時の植物として、川の周辺にはススキ、ヨシ、メダケ、ネ

ザサなどが生え、その周囲には、イスノキなどの照
しょうようじゅ

葉樹が生えていたと考えられます。

　ケイソウ化石をしらべたところ、標高４ｍ付近の地層に海水に見られるケイソウが確認され

写真－３　刀子、鉄・石製の紡錘車と土錘 　　写真－４　墨で字が書かれた土器



図－３　古墳時代の調査地周辺の様子（イメージ図）

ました。約 6千年前（縄
じょうもんじだい

文時代）には海水が九品寺付近まできていたようです。これは、縄文

時代に地球の温暖化が進み、海面が上がったからです。これを縄
じょうもんかいしん

文海進といいます。熊本でも、

現在の海面よりは約 3m～ 4mは上昇していたことになります。縄文時代の遺跡が、熊本市の

内陸部にあるのも理解できます。

３　おわりに

　私たちは、今回の発掘調査によって出土した遺構、遺物及び土
どじょうぶんせき

壌分析によって、その時代に

生きていた人々の暮らしぶりや当時の人たちが見ていたであろう自然環境を知ることができま

した。今回の私たちが調べた成果を、学校教育や生
しょうがい

涯教育の中で、生きた教材として活用して

いただければ幸いです。

写真－５　遺跡の見学に来た中学生 写真－６　現地説明会の様子



序　　　文

　

熊本県教育委員会では、県営九品寺団地建替事業に伴う埋蔵文化財調

査として、熊本市大江から九品寺にわたり所在する大江遺跡群の発掘調

査を実施しました。

調査の結果、6世紀から 9世紀にかけての住居址や流路などが多く確

認されました。特に、流路の川底から住居の竃に使用する石を切り出し、

使用していたことは貴重な発見でした。

この報告書が、県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され、埋蔵文化

財に対する認識と理解を深めていただく一助となれば、幸いです。

なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大のご協

力をいただいた県土木部、熊本市教育委員会及び地元の方々、また御指

導・御助言をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げます。

平成 18年 3月 31日

熊本県教育長　柿　塚　純　男
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例　言

１ 本書は、県営九品寺団地建替事業に伴い実施した埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

２ 発掘調査は、熊本県土木部の依頼を受けて熊本県教育委員会が実施した。

３ 現地調査は、平成16年度に実施し、馬場正弘が担当した。

４ 現地での図面作成及び写真撮影は、馬場・中尾健照・士野雄貴・内田成香・松野直子で分担した。

　 図面作成では、一部（株）九州文化財研究所に委託して行った。

５ 国土座標軸による測量基準杭の設定は、（有）坂井設計コンサルタントに委託した。

６ 自然科学分析は、（株）古環境研究所に委託した。

７ 空中写真撮影は、九州航空（株）に委託した。

８ 遺構製図は、西口（松野）直子が行い、位置図作成は、加藤早織が行った。

９ 報告書作成業務は、平成 17年度に実施した。出土遺物の整理作業は、三宅由華・加藤が担当し、遺物

実測を三宅・加藤・井島秀子・金子美代子・平木智子・草野千鶴子が行い、遺物製図は、三宅が行った。

10 出土遺物の写真撮影は、村田百合子・手嶋裕子・馬場が行い、三宅・加藤が補助した。

11 本書の執筆および編集を、馬場が行い、編集で三宅・加藤・西口・米村俊治が補助した。

12 発掘調査・報告書作成にあたっては、業務の迅速化、情報の共有化、普及資料の作成を試みた。

①業務の迅速化・・・トータルステーションによる電子図化を行った。電子図化のソフトウェアにはア

イシン精機製の遺構実測支援ソフト「遺構くん」を使用した。

②情報の共有化・・・事業に伴う地質調査で派生するボーリングコア試料の活用方法を模索した。

③普及資料作成・・・報告書の巻頭においてダイジェスト版を配置し、住民向けに調査の概要を付した。

13 遺物・写真・図面等は、熊本県文化財資料室（熊本市渡鹿 3丁目 15-12）に保管されている。

14 鉄器の透過X線撮影では、福岡市埋蔵文化財センターの片多雅樹氏に御協力頂いた。

凡　例

１ 本書で使用している方位は、真北を示す。

２ 本書に掲載した実測図の縮尺は、不統一であり各頁に明記した。

３ 出土遺物の縮尺は、土器類が 3分の 1、紡錘車・刀子・土錘が 2分の１、石器・ガラス小玉は原寸である。

４ 須恵器については、断面を黒で塗色し、その他のものは白抜きにした。

５ 土師器甕および高坏の内面の調整で、ヘラ削りは矢印で方向を示した。

６ 土層及び土器の色調は、農林水産省水産技術会議事務局　監修「新版　標準土色帖」（日本色研事業株

式会社；1997）に準拠した。

７ 遺構図におけるパターンの表記法は、以下のとおりである。
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第Ⅰ章　調査の概要

第１節　調査に至る経緯

県営九品寺団地において、建物の老朽化に伴い県

土木部住宅課により、県営九品寺団地建替事業が計

画された。この事業の実施に先立ち、県土木部住宅

課から熊本県文化課に対して、埋蔵文化財の所在の

有無に関する照会があった。当地区は、周知の埋蔵

文化財包蔵地である大江遺跡群に該当していた。

そこで、県土木部住宅課から熊本県文化課に対し

て、埋蔵文化財確認調査の依頼があり、文化課で

は、その依頼に基づき、平成15年8月13日から15

日まで確認調査を実施した。その結果、遺構及び遺

物が確認された。文化課では、確認調査終了後、埋

蔵文化財確認調査の結果を通知した（平成15年10

月24日付け教文第2153号）。これを受けて文化課

へ発掘調査の依頼がなされ、平成17年1月11日か

ら平成17年3月31日までの約3ヶ月間発掘調査を実

施した。

第２節 調査の組織

【2004（平成 16）年度　発掘調査】

調査主体　　熊本県教育委員会

調査責任者　島津義昭（文化課長）

　　　　　　倉岡　博（課長補佐）

調査総括　　西住欣一郎（調査第２係長）

調査担当　　馬場正弘（文化財保護主事）

　　　　　　中尾健照（嘱託）　　士野雄貴（嘱託）

　　　　　　内田成香（嘱託）　　松野直子（嘱託）

調査事務　　吉田　恵（課長補佐）

　　　　　　欄杭正義（主幹兼総務係長）

　　　　　　天野寿久（主任主事）

　　　　　　小谷仁志（主任主事）

調査指導及び協力者

師富国博（熊本市文化財課）、廣田静学、木村龍

生、松村洋史（熊本県教育委員会）

【2005（平成 17）年度　報告書作成】

整理主体　　熊本県教育委員会

整理責任者　梶野英二（文化課長）

　　　　　　倉岡　博（課長補佐）

整理総括　　西住欣一郎（調査第２係長）

整理担当　　馬場正弘（文化財保護主事）

　　　　　　三宅由華（嘱託）　  加藤早織（嘱託）

　　　　　　西口（松野）直子（嘱託）

調査事務　　吉田　恵（課長補佐）

　　　　　　四元正明（主幹兼総務係長）

　　　　　　塚原健一（参事）

　　　　　　小谷仁志（主任主事）

第３節　調査の過程

調査の経過は以下のとおりである。

1月11日よりⅠ区（981.7㎡）の表土剥ぎを開

始。当初から想定していたとおり、既存の建物の基

礎により調査区の中央部（252.1㎡）はかなり破壊

されている。1月17日より作業員を入れ清掃作業・

遺物包含層の掘り下げを始める。カクランがひど

く除去するのにかなり手間取る。2月3日から調査

区東側の深さ3m50㎝をこえる巨大な流路の上半分

の埋土を重機により掘削する。2月4日にカクラン

及び遺物包含層の掘削がほぼ完了し、遺構検出を行

う。その後、遺構のボリュームを検討するため、光

波測距儀にて測量し遺構配置図を至急作成する。こ

こで、遺構密度が高いことが判明し、今後の調査体

制の検討を行う。2月7日から遺構の掘削に入る。2

月15日、自然科学分析のためのボーリングコアの

採集を始める。3月4日にヘリコプターによるⅠ区

の空中写真撮影を行う。3月7日にⅠ区は南側の埋

め戻しを行いながら、Ⅱ区（674.9㎡）の表土剥ぎ

を開始する。遺物包含層は、試掘で確認していると

おりほとんど削平されていた。Ⅰ区同様、調査区の

中央部（242.4㎡）は、既存の建物の基礎によって

破壊されている。3月14日に、Ⅱ区の清掃作業を行

う。カクランが非常に多い。3月15日に遺構検出を

行い溝とピットが数十基検出された。その後、カク

ランの除去を行う。3月17日、選択社会の授業で桜

山中学校から来跡される。3月18日から遺構の掘削

に入る。3月26日に現地説明会を行う。午前と午後

の2回行い、140名の参加者を集める。3月30日に

Ⅱ区のラジコン・ヘリコプターによる空中写真撮影

を行う。3月31日に全調査を終了する。

第Ⅰ章　調査の概要
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第Ⅱ章　遺跡の概要

後背湿地（未区分
沖積地を含む）

自然堤防 保田窪砂礫層

阿蘇火砕流堆積物金峰火山岩類 白亜紀堆積岩類

島

原

湾
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白川

緑川

加勢
川

木山川

金峰山

立田山

戸島山

白川

井
芹
川

坪
井
川

託麻砂礫層 5㎞0

N

図ー４　熊本市及び周辺地域の表層地質図 （熊本市史研究くまもと第 2号より引用、一部加筆）

第Ⅱ章　遺跡の概要

第１節　地理的環境

大江遺跡群が所在する熊本市は、東方に阿蘇火山

がそびえ、西部は有明海（島原湾）に面している。

熊本市の北西部は、金峰火山からなり、北部・東

部・南部一帯は、台地及び沖積平野によって構成さ

れている。熊本市の地形は、阿蘇火山や金峰火山の

火山活動により大方が形成され、その後の白川等の

河川の堆積・浸食、活断層による断層運動及び干拓

によって現在の地形が形成された。

熊本市の北部から東部にかけ台地が分布する。こ

の台地は、火砕流台地と河成段丘からなる。火砕

流台地は、ほとんどが約9万年前に阿蘇火山の大噴

火の際発生した火砕流による堆積物（Aso-4火砕流

堆積物）である。これらを取り囲むように分布する

のが、河成段丘の堆積物である。河成段丘の堆積物

は、託麻砂礫層と保田窪砂礫層に区分できる。託

麻砂礫層は、約3万年前から9万年前の間に形成さ

れ、託麻台地一帯に分布し中心街の地下にも広く伏

在している。また、保田窪砂礫層は、約2万5千年

前から6千3百年前に形成され、託麻台地を縁取る

ように龍田付近から木山付近まで分布している。

さらに、熊本市の中央を流れる白川一帯には、海

抜20m以下の低地（沖積平野）が分布している。

この低地には、自然堤防と後背湿地が発達し、自然

堤防は、現流路沿いのほか、離れた所（①平田町か

ら川尻方面、②南熊本から田迎方面、③八王寺から

江津町、④江津から下江津）でも見ることができ

る。このことは、白川が現在の流路をとる以前に、

過去に他方面に流れていたことを示唆しており、遺

跡の分布や広がりを考察する上でも注意を払わなけ

ればならないと考えている。これらの自然堤防の多

くは、現在、市街地化して平坦な低地に見えるが、

その中には集落等を形成するのに都合の良い自然堤

防が伏在していることを意識しなければならない。

しかし、これらの自然堤防の形成時期や白川の変遷

史等は十分解明されていない。これらの自然堤防上

に縄文時代以降の多くの遺跡が分布しており、海面

変動とともに解明されれば、過去の人々の生活につ

いてもかなり理解されていくであろう。
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第Ⅱ章　遺跡の概要

表ー１　遺跡地名表

 尚、本調査地周辺の地下には、シルト・砂で形

成される自然堤防が表層にあり、その下に砂礫で形

成される託麻砂礫層が堆積している。その下位に

は、Aso-４火砕流堆積物、砥川溶岩、古金峰火山

岩類が順に不整合関係で堆積している。

第２節　歴史的環境

大江遺跡群が位置する託麻原台地には、多くの遺

跡があり縄文時代から現代にわたって人々が営んで

きている。長年にわたり継続的に生活してきている

ことから古代人の生活立地条件としては非常に恵ま

れていた土地であることがうかがわれる。大江遺跡

群周辺の各時代ごとの歴史的環境を概観し、最後に

過去の大江遺跡群の発掘調査の成果を記しておく。

【旧石器時代】（約 13,000 年前まで）

現在のところ大江遺跡群周辺では、旧石器時代の

遺跡は確認されていない。

【縄文時代】（約 13,000 年前～約 2,300 年前）　

縄文時代早期には、新南部遺跡群・大江遺跡群・

新屋敷遺跡などから、押型文・撚糸文・塞ノ神式土

器が出土している。縄文時代前期・中期には、気候

の温暖化による海面の上昇（縄文海進）があったこ

とで知られている（詳細は、後述する）。この時代

の遺跡としては、轟式・曽畑式・阿高式土器が出土

している大江遺跡群や新南部遺跡群がある。後期に

は、周辺地域では数少ない貝塚である渡鹿貝塚や後

期の標識土器名（北久根山式土器）となった新南部

遺跡群等がある。晩期では、晩期末の遺物が多量に

出土している江津湖遺跡群がある。

【弥生時代】（約 2,300 ～約 1,700 年前）

弥生時代前期では、江津湖遺跡群や新屋敷遺跡が

あり集落址が確認されている。中期から後期の遺跡

としては、新南部遺跡群・大江白川遺跡・神水遺跡

などで集落址が確認されている。表－１中の他の遺

跡では、甕棺が出土している。

【古墳時代】（約 1,700 ～約 1,400 年前）

古墳時代に入ると、江津湖遺跡群・神水遺跡・国

分寺跡では、集落址が確認されている。後期になる

と、大江遺跡群・本庄遺跡・新南部遺跡群・新屋敷

遺跡で集落址が確認されている。

【歴史時代】（約 1,400 年前以降）

奈良・平安時代になると、大江遺跡群周辺では隆

盛をみせる。奈良時代中ごろに益城国府から託麻郡

に国府が移り（諸説あり）、741年の国分寺・国分

尼寺建立の詔により国分寺・国分尼寺が建立され

た。このように政治・文化の中心地となったため

か、大江遺跡群周辺では、集落も急速に繁栄したよ

うである。その後、9世紀に入り集落が縮小されて

いるようである。その縮小された区域では、水田が

つくられ中世まで存続している。

最後に、これまでの大江遺跡群の調査で、検出

番号 遺　跡　名 所　在　地 時　代 種　別 指定 備　考

1 大江遺跡群 大江 3丁目 縄文～明治 包蔵地 　 　

2 新屋敷遺跡　 新屋敷町　 弥生～中世 包蔵地 　
弥生環濠、弥生前期土器、輸入陶

磁器　

3 大江白川遺跡　 大江 1丁目　 縄文～平安 包蔵地 　 甕棺　

4
本庄遺跡

（熊大病院敷地）　
本荘 2丁目　 古墳～平安 包蔵地 　 熊大埋文調査室調査

5
大江義塾跡

（旧徳富邸）
大江 4丁目 明治 建造物 県

大江義塾：県指定史跡、徳富旧邸：

市指定史跡

6 不動院跡の六地蔵塔 九品寺 4丁目 中世 石造物 県 県指定重要文化財

7 出水国府跡
九品寺、国府、

国府本町
弥生～中世 包蔵地

8 熊本平野条里跡 古代・中世 生産

9 北水前寺遺跡 水前寺 3丁目 奈良・平安 包蔵地

10 西水前寺町遺跡 水前寺 1丁目 縄文～中世 包蔵地 縄文阿高系

11 水前寺廃寺跡 水前寺公園 奈良・平安 包蔵地

12 水前寺廃寺塔心礎石 水前寺公園 奈良 寺社 市 塔部分について市指定史跡
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番号 遺　跡　名 所　在　地 時　代 種　別 指定 備　考

13 水前寺成趣園 水前寺公園 江戸 庭園 国
国指定史跡及び名勝、細川忠利、山

水式

14 古今伝授の間 水前寺公園 江戸 建造物 県
県指定重要文化財、細川藤孝古今

集伝授、かやぶき茶室

15 陣山廃寺跡 水前寺公園 奈良・平安 寺社 国分尼寺推定地

16 洋学校教師館 水前寺公園 明治 建造物 県 県指定重要文化財

17 肥後国分寺
出水 1丁目　熊野

神社
奈良 寺社 市 塔心礎並びに礎石が市指定

18 国分寺跡 出水 1丁目 縄文～中世 包蔵地 県・市による多数の調査あり

19 神水遺跡
神水本町・出水 2

丁目
縄文～平安 包蔵地 県・市調査。

20 江津湖遺跡群
神水町、画図町ほ

か
縄文～中世 包蔵地

21 八丁馬場板碑群 神水本町 中世 石造物 ３基

22 健軍神社杉馬場
健軍２丁目・神水

１丁目
江戸 参道 市 市指定史跡

23 健軍京塚下遺跡 神水１丁目 縄文・古代 包蔵地

24 南平上遺跡
新大江３丁目南平

上
奈良・平安 包蔵地

25 帯山遺跡群 帯山１丁目 縄文～平安 包蔵地 布目瓦、曽畑、阿高、竹崎

26 渡鹿板碑 大江渡鹿 中世 石造物 釈迦座像、天文１６年

27 渡鹿遺跡群 渡鹿５丁目 縄文・弥生 包蔵地
渡鹿貝塚阿高・鐘ヶ崎式、北原須玖

式甕棺、板碑釈迦像天文１６年銘

28 渡鹿菅原神社境内 渡鹿６丁目 寺社 市 市指定史跡

29 辻遺跡 渡鹿７丁目 縄文～平安 包蔵地
縄文後晩期、へら描き土器・墨書

土器

30 新南部西原遺跡 新南部町 縄文～平安 集落

31 新南部遺跡群 新南部町
旧石器～平

安
包蔵地

県北バイパス調査、市マンション

調査、田辺昭三調査などあり

32 宇留毛Ｂ遺跡 黒髪６丁目 縄文～平安 包蔵地

33 宇留毛Ａ遺跡 黒髪６丁目 縄文 包蔵地

34 カブト山遺跡
黒髪町宇留毛字甲

山
縄文 包蔵地

早期、轟Ｂ、北久根山、黒川、山

の寺

35 桜山中学校校庭遺跡 黒髪５丁目 古墳～平安 包蔵地

36 黒髪町遺跡群 黒髪町坪井 縄文～中世 包蔵地 一帯に甕棺墓群

37

旧第五高等中学校本

館・化学実験場・表

門

黒髪２丁目 明治 建造物 国
国指定重要文化財、イギリスの

フィーン・アン様式

38 上河原遺跡 黒髪町 縄文～古代 包蔵地

39 七軒町遺跡 七軒町 縄文～中世 包蔵地

40 一夜塘 小幡町 近世 建造物

41 子飼遺跡 子飼町 縄文～中世 包蔵地

42 お薬園跡遺跡 薬園町 近世 包蔵地 藩主重賢開園

43 安元元年笠塔婆塔身 坪井４丁目 古代 石造物 県 県重要文化財、本光寺

44 報恩禅寺境内石造物 坪井３丁目 中世 石造物 豪潮宝篋印塔・坪井の跡

45 採釣園跡 坪井４丁目 近世 園池

46 長岡監物屋敷跡 坪井４丁目 近世 包蔵地

48 峰雲院跡墓地 中坪井 中世 墓地

49 浄国寺跡 壷川１丁目 中世 寺社
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大江遺跡群大江遺跡群大江遺跡群

N

0 1km 

 

図ー５　大江遺跡群周辺遺跡分布図（１／25,000）

れらの遺構・出土遺物から、時期的には6世紀後半

から9世紀前半と考えられており、特に8世紀後半

から9世紀前半にかけ隆盛をみせていると考えられ

ている。本遺跡群は、古代の集落の伸張と衰退をう

かがい知ることができる貴重な遺跡であると考えら

れる。

された遺構は、竪穴住居址、掘立柱建物址、溝、土

坑、水田址、道路址、井戸址などが確認されてお

り、その数500軒以上にも及ぶ。また、出土遺物に

ついては、須恵器・土師器・紡錘車・刀子・石器等

数多く出土しているほか、瓦・円面硯・墨書土器等

など特徴的な遺物も少なくない。竪穴住居址は、こ
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図ー６　調査地点位置図
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図ー７　グリッド設定図  （縮尺1／500）

（　　）内の数値は、遺跡内座標値

第Ⅲ章　調査成果

第１節　調査の方法

調査にあたっては、以下の方法により実施した。

１　調査区設定

調査総面積は、1,657㎡である。調査地は、東西

に長い長方形の形状を呈している。廃土等の仮置き

等の影響で西半分をⅠ区、東半分をⅡ区として設定

し調査を行った。

２　グリッド調査法

国土座標に準拠した10ｍグリッドを基本単位と

するグリッド法を用いた。国土座標に基づき大江遺

跡群座標を設定した。国土座標(X、Ｙ) = (-23100、

-26440)を大江遺跡群座標の原点(ｘ、ｙ)=(0、0)と

して、三桁の正の整数で表すこととした。その変換

式は、以下の通りである。

(x、y) = (23100+国土Ｘ座標、26440+国土Ｙ座標)



8

第Ⅲ章　調査成果

尚、座標系は、旧日本測地系で行っている。

また、グリッド杭名は、その座標値（X=100a＋

10b、Y=100ｃ+10d）を「acbd」として表し、各

グリッドの南西隅の杭名をグリッド名とした。

３　分層調査法

層位については、遺構外と遺構内の層の区別を行

うため、遺構外の層については、算用数字で上層か

ら1層、2層と標記し、遺構内の層はこれと区別す

るため算用数字の前に「埋」を付け埋1層、埋2層

と標記した。尚、漸移層や新たに認識された層が出

てきたときには、アルファベットの小文字をつけ細

分した。

４　実測図作成

遺構の実測図は、1/20の縮尺で断面図、平面図及

び遺物出土状況図を作成した。竈については1/10の

縮尺で作成した。

尚、遺構の実測図作成、地形測量、長大な土層断

面図作成にあたっては、実測の迅速化を図るため光

波測距儀を活用したデジタル図化を行った。デジタ

ル図化には、アイシン精機製の遺構実測支援ソフト

「遺構くん」を使用した。

５　写真撮影

検出時、遺物出土時、使用（使用当時の状態）時、

掘方時の各段階において、適宜モノクロとカラーで、

小型カメラと中型カメラを使用し撮影した。

６　遺物取り上げ

出土遺物の取り上げについては、一括で取り上げ

る方法と出土位置と標高を記録して取り上げる方法

を必要に応じて採用した。

尚、座標は遺物のドットマップに対応できるよう

に光波測距儀により3次元データとして記録してい

る。

７　地形測量

当時の地形復元のため、遺構検出面にて、20㎝

ピッチの等高線図を作成した。

第２節　地層層序

１　完新世（１万年前から現代）の堆積物の層序と

古環境調査

本調査地における完新世の堆積物の層序について

は、図－８の総合柱状図に示すとおりである。

本調査地が、所在する九品寺一帯は、宅地化や開

発が進み旧地形は残っておらず過去の地形を復元す

ることもままならない。また、本遺跡や周辺の遺跡

では、有効な鍵層も検出できないことから、層がで

きた時代を特定できず、地層について不明な点も多

い。そこで、これらの不明な点を調べるため、放射

性炭素年代測定や花粉分析、珪藻、植物珪酸体など

の微化石分析により各層ごとの生成年代、堆積環境

や植生の調査を試みた。尚、試料は、本調査地で

行ったボーリングのコア試料を使用した。また、詳

しい分析結果は、第Ⅳ章　理化学分析に掲載してい

る。以下、これらの自然科学分析の結果より古環境

の変遷を考察する。

年代測定では、深度0.85ｍの黒褐色土（2b層）

で1,960±40ｙBP（年前）、深度2.9mの黒色粘性

土（９層）で3,740±40ｙBP、深度6.1mの褐灰色

粘性土（12層）で3,840±40ｙBP、深度7.4mの暗

灰色粘性土（13層）で4,300±60ｙBP、深度8.0m

の黒色砂混り粘性土（15層上部層）で5,910±50

ｙBP、深度8.9mの暗灰色砂混り粘性土（15層下部

層）で19,420±90ｙBPの年代が得られている。こ

のことから、2b層が弥生時代、3層から8層は、弥

生時代から縄文中期の幅をもち、9層から12層が縄

文中期、13層が縄文前期、15層上部が縄文早期、

15層下部になると旧石器時代に相当するものと考

えられる。

花粉分析結果により、本調査地周辺の植生は大き

く５期に分類される。下位から順番に第Ⅰ期（15

層～16層）、第Ⅱ期（13層）、第Ⅲ期（12層）、

第Ⅳ期（5層～9層）、第Ⅴ期（2b層）とする。第

Ⅰ期は、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属などの草

木類が少量検出された。タンポポ亜科、ヨモギ属が

認められるため、この時期は、比較的乾燥していた

と考えられる。第Ⅱ期は、カシ類やシイ類などの照

葉樹を主体とし、ハンノキ属、エノキ属、ニレ属な
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図ー８　完新世における総合柱状図

どの落葉樹などの森林が生育しており、森林の周辺

では、イネ科、カヤツリグサ科などの草木類が生育

していたと考えられる。第Ⅲ期は、森林がやや減

り、カヤツリグサ科、イネ科などの草木が主体とな

り、周辺ではカシ類やシイ類などの照葉樹林が分布

するような環境であった。第Ⅳ期は、花粉はほとん

ど検出されないことから、乾湿を繰り返す環境、水

流のある環境、土層の堆積速度が速かった環境など

が考えられる。第Ⅴ期は、ネギ属、ニガウリ属、ヨ

モギ属、ケシ属近似種が生育しており、日当たりの

良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。

珪藻分析結果により、15層から16層では、珪藻

がほとんど検出されないことから、珪藻の生育に適

さない乾燥した堆積環境や水流のある環境等が考え

られるが、堆積環境を推定するのは困難である。た

だし、15層上部の深度8.0m付近から、微量の汽水

～海水生種が認められるため何らか海水の影響を受

けていたと考えられる。13層下部の深度7.4m付近

では、淡～汽水生種が比較的多く検出できることか

ら、湿潤な環境であり、淡水から汽水の影響を受け

ていたと考えられる。13層上部深度6.9m付近にな

ると、汽水の影響が若干あるものの、ほとんど受け

なくなり、河川の影響を受けるような環境となった

と考えられる。12層の深度6.1m付近では、陸域が

拡大し付近には流水の影響のある湿地があるような

環境であったことが考えられる。10層付近は砂が

卓越していることから、珪藻分析は行っていない。

砂が堆積するような環境であったことから、河川の

自然堤防付近の環境であったことが推測できる。9

層は、流水性種が検出できることから、河川等の流

水の影響もある環境であったことが考えられる。6

層では、ほとんど珪藻が検出されないため、珪藻の

生育に適さない乾燥した堆積環境や水流のある環境

等が推定される。弥生時代中期の２ｂ層では、珪藻

がほとんど検出されないことから堆積環境を特定す

ることは困難であるが、珪藻の生育に適さない乾燥

した堆積環境、水流のある環境及び堆積速度が速

かったことが推定される。古墳時代及び古代の遺物

包含層である２a層では、湿潤な陸域の環境で、季

節的・一時的に流水域と止水域を伴う環境であった

1層

2a層
2b層

4層

5層

6層
7層
8層

9層

10層

11層

12層

15層

13層

14層

17層

16層

3層

腐植土 黒褐色

黒褐色

0.20

0.20

0.60

11.29

11.49

12.09

0.60

0.80

年

代

測

定

値

1,960±40年前

3,740±40年前

4,300±60年前

3,840±40年前

5,910±50年前

19,420±90年前

(託麻砂礫層)

地
　
　
　
層
　
　
　
名
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図ー９　基本土層模式図

基本層序は、調査区南面にて作成した。

①　1層　表土。暗褐色（10YR3/3）シルト。やや

しまりがあるが、粘性はない。やや砂質が強い。

6・26水害の堆積物が厚いところで10㎝ほど堆積

している。

②　2a層　黒褐色（7.5YR3/2）シルト。層厚は約20

㎝程度である。遺物包含層であり、土師器片及び須

恵器片を含む。出土量は少ない。しまりは強く、粘

性は中間程度である。下位の2b層よりは、灰色及

び褐色味が強く、やや明るく見える。本層は、Ⅱ区

には堆積しない。

③　2ｂ層　黒褐色（7.5YR2/2）土。層厚は、約20

㎝程度ある。腐植に富み土壌化している。いわゆる

「クロボク土」である。しまりは中間程度であり、

粘性に富む。本層は、調査区一円にあるわけではな

く、調査区西側から南西側に主に堆積し、Ⅱ区には

堆積しない。

④　3層　明褐色（7.5YR5/6）シルト。層厚は50㎝

以上ある。しまりは弱く、粘性はない。この層から

の出土遺物はない。遺構検出面である。

ことが推定できる。また、この２a層から海水砂質

干潟環境指標種群が認められる。地質的に海水の影

響を受けた層相を示していないことから、人為的に

海草等を持ち込まれたことが推定される。

植物珪酸体分析により、16層は、比較的乾燥し

た環境である。15層の下部は比較的乾燥し寒冷な

気候であったことが推定できる。15層上部では、

草原的な環境で周辺には照葉樹林が分布するような

比較的温暖な気候であった。13層から14層では、

海綿骨針が見られることから海水の影響を受ける環

境にあったことが推定される。12層から13層にか

け河川の影響でイネ科植物が生育できない環境で、

深度6.1m付近の12層では一時的にヨシ属が繁栄す

るような湿地になっていたと考えられる。8層から

9層では、ススキ属やヨシ属が見られ河川の影響の

あるような環境であったことが考えられる。６層で

は、植物珪酸体はほとんど検出できないため、河川

の影響のある環境であったことが予想される。弥生

中期の２ｂ層では、ススキ属などが生育する日当た

りの良い草原で、部分的にヨシ属が生育する湿地も

あるような環境であったことが推定でき、調査地及

び周辺では稲作が行われていたと考えられる。ま

た、古墳時代及び古代の遺物包含層である２a層か

らイネが多量に検出されていることから、主に稲作

が行われていたことが推定できる。この時期の後半

では、ムギの栽培も行われていたと考えられる。周

辺は、ススキ属や照葉樹が生育していた。

以上をまとめると、深度8m下位の環境は乾燥し、

比較的寒冷であった。深度 8m下位を境に植生・環

境・年代に大きな差異が見られ環境的に温暖化する。

深度８ｍ下位を境に不整合がありこの間堆積物が欠

落している可能性がある。約 6,000 年前の深度８

ｍ付近で温暖化の海面上昇（縄文海進）のピークを

示し、海水の影響を少なからず受けている。その後、

海水面が後退するものの、約 3,800 年前までは湿

地が存在していたと考えられる。その後は、河川の

影響を受ける陸域となり草原化する。約 2,000 年

前には稲作が行われるようになり、古墳時代・古代

では盛んに行われていたと考えられる。

２　基本層序（調査地の層位と遺物包含層）

0.0

0.5

1.0

1.5m

①

②

③

④
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第 3節　遺構

１　はじめに

遺構として、竪穴住居址・掘立柱住居址・土坑・

溝・方形竪穴遺構・畝状遺構・ピット群を検出した

（図-10）。時代的には、ほとんど古墳時代から古

代にかけての遺構である。調査区の中央に１号溝

（自然流路）があり、これより西側に上記の遺構が

認められたが、1号溝の東側には住居址は認められ

なかった。東側については、遺物も極めて少なく生

活の痕跡が極端に少ない。１号溝（自然流路）は、

住居域の境界をなしているようである。

尚、以下記載する主軸方向は、住居址について

は、遺構の中心からみて竈方向、竈がなければ長軸

方向を指している。また、土坑や方形竪穴遺構につ

いては、長軸の北方位方向を指している。主軸の表

記の仕方は、真北から27°西方向に向いていれば、

N27°Wとしている。

　

２　住居址

　住居址として確認したのは、総数 22 軒である。

カクランが非常に多く、激しい切り合いがあり、そ

の一部しか残存せず、住居址として認定することが

非常に困難であった。そこで、住居址の基準として、

規格化された形状、硬化面、柱穴、竈址の残存の有

無によって住居址として認定した。なお、方形を呈

しており、竈址、柱穴もないような遺構で小規模な

ものは、住居址とは別に方形竪穴遺構として扱った。

１号住居址（図－ 11）

西側半分は調査区外であり詳細は明らかでない

が、１辺約 4.1mの規模をもつ隅丸方形プランを想

定している。主軸は、Ｎ 27°Wである。柱穴は 2

本確認でき、南東隅の柱穴周辺に硬化面が検出でき

た。竈の位置は西側半分が調査区外であるため不明

である。検出面から床面までの深さは、約 20㎝で

ある。出土遺物は少なく、土師器の細片が出土する。

２号住居址（図－ 12）

1辺約5.2ｍの規模の方形プランを想定している。主

軸は、N51°Wである。北側は調査区外で、住居址と

複雑に切り合っているため詳細は不明である。柱穴

は、2基検出できた。検出面から床面までの深さは、

約12㎝である。竈は、検出できていない。床面は平

坦であり、硬化面は柱穴を中心に中央部に広がる。埋

土中から土師器の坏片が若干出土している。南側の

15号土坑は、付帯設備ではないかと考えている。

３号住居址（図－ 13）

1辺約5.5mの規模の方形プランを想定している。

主軸は、N49°Wである。周囲の５軒の住居址と複

雑に切り合う。調査中、周囲の遺構との切り合い関

係を把握するためにかなりの時間を要した。柱穴

は、４基検出した。検出面から床面までの深さは、

3㎝～4㎝で非常に浅い。明瞭な硬化面は、住居北

側と南側の柱穴周辺に確認できた。出土遺物は、柱

穴から土師器の坏片が若干出土する。

４号住居址（図－ 14）

1辺約5.6ｍの規模の方形プランを想定してい

る。主軸は、N23°Wである。南側は、九品寺団地

の基礎により破壊されているため正確な規模は不明

である。5号・6号住居址、1号方形竪穴遺構と切り

合う。硬化面は、東側の一部しか存在が認められな

かった。検出面から床面までの深さは、16㎝～23

㎝である。柱は4本柱を想定しており、北側の2本

の柱穴を確認した。竈は、北辺の中央部に設けられ

ていたが、上部の構築物は、破壊されており中央部

に袖石の部材（凝灰質砂岩）が1点だけ崩落してい

た。出土遺物では、土師器蓋が出土した。

５号住居址（図－ 15）

南側は、4号住居址により破壊されている。1辺

が、約3.7ｍの規模の方形プランを想定している。

主軸は、N62°Wであり、他の住居址と比べやや西

に軸が傾いている。硬化面は、竈周辺から中央部を

中心に認められる。検出面から床面までの深さは、

約10㎝である。柱穴は、３隅に3基あり、4本柱を

想定しているが、もう一隅にあるだろうと考えられ

る柱穴は検出できなかった。床面直上から、須恵器

蓋と高坏が出土している。竈は、西辺の中央部に設

けられており、袖部には凝灰質砂岩と粘土の袖石が
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地中に埋め込まれていた。これらの上には、天井部

の粘土が崩落していた。

６号住居址（図－ 16）

住居址の南側は、団地の基礎及び16号住居址に

よって破壊され、全体の7割程度の残存率と思われ

る。方形プランであるが、1辺の長さは南側の破壊

のため不明。残存している部分だけでも1辺が5m

を超えている。主軸はN31°Wであり、竈は2箇所

検出され、北辺と東辺に設けてある。硬化面は、北

辺の竈の周辺に残存している。検出面から床面まで

の深さは、約10㎝である。北辺の竈の構築物は北

辺の内にあるのに対し、東辺の竈は、東辺の外にあ

り、張り出している。もともと東辺の竈を使用して

おり、これを廃棄した後北側の竈を使用したようで

ある。竈の上部の構築物は、ほとんど破壊されてお

り残存していないが、袖石のみが残っている状態で

ある。尚、東辺の竈の袖石の石材は、粘土であり、

北辺の袖石の石材は凝灰質砂岩である。北辺の竈の

袖石は、埋土中にあり竈周辺に散乱した状態で出土

した。床面直上から土師器坏が出土している。

７号住居址（図－ 17）

７号住居址は、東側を1号方形竪穴遺構によって

切られており、畝状遺構の溝によって竈の南側を破

壊されている。長辺が約4.7ｍで短辺約4.3ｍの隅丸

方形プランであり、主軸を、N37°Wにもつ住居址

である。検出面から床面までの深さは、約15㎝程度

ある。硬化面は、ほぼ床全面に広がる。柱穴は、整

然と並ぶものは検出されなかった。南辺には、２～

3㎝程度掘りこんだ側壁溝が認められた。北辺でも

部分的ではあるが、その痕跡が認められた。竈は、

北辺の中央部に施してあり、残りもかなり良い状態

である。竈の掘方は、住居址の北辺より張り出しも

なく内側で納まっていた。表土を掘削した時点で、

竈の袖石と竈の天井部の粘土が検出できた。長辺30

㎝程度の凝灰質砂岩と粘土の部材が竈の袖部両サイ

ドに埋め込んで配置され、中央部には崩落したと考

えられる粘土でできた部材が埋まっていた。崩落し

た粘土の後方に角柱形の凝灰質砂岩の支柱を立った

状態で検出した。土師器の甕が竃と住居址の南辺の

床面直上から、高坏は竃西側より出土している。

８号住居址（図ー 10）

8号住居址は、10号住居址や6号住居址によって南

側は切られており、北辺も中央部を現代のカクラン

によって破壊されている。また、硬化面も残存して

おらず、柱穴や竈も検出できず詳細は不明である。

９号住居址（図－ 18）

北側の一部は調査区外である。南側は、3号住居

址によって破壊されている。１辺が約 5.6mの隅丸

方形プランを想定している。主軸は、N54°Wであ

る。竈の痕跡はない。埋土もほとんど残っておらず、

検出面と床面がほぼ同じ高さであり、床の硬化面が

露出した状態で検出される。柱穴は、主軸と直行す

る軸方向に 2基検出している。他整然と並ぶ柱穴

は検出されていない。出土遺物も細片のみである。

10 号住居址（図－ 19）

10号住居址は、1辺が5.0mの方形プランを想定

している。主軸は、N24°Wであり、北辺に竈が設

けてある。検出面から床面までの深さは、残りの良

いところで16㎝である。埋土中から破壊された竈

の袖石が竈位置周辺及び南側の19号住居址上の埋

土の広範囲にわたり散乱した状態で出土した。竈の

南側は、現代のカクランで破壊されている。柱穴は

４基を検出し、内1基は、南側の19号住居址内から

１基を確認した。床面直上から須恵器坏や土師器甕

の破片が出土する。尚、明瞭な硬化面は、検出でき

なかったが、硬化した部分が竃周辺から中央部にか

け検出できた。

11 号住居址（図－ 20）

遺構の西側及び北東部は、現代のカクラン等によ

り破壊されている。平面形は、1辺が4.5mの方形プ

ランである。主軸は、N75°Eで、4本柱をもつ住居

址を想定しており、東辺側に2基柱穴を確認した。

竈は東辺に設けてあり、竈の袖石が周辺に散乱した

状態で検出した。尚、本調査地においては、東辺に
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竈を持つ住居址は3軒であるが、その内の1軒であ

る。竈は、上部の構築物が破壊されている。袖部に

は、構築物の粘土が焼土を覆うように堆積してい

た。竈の中央には、支柱として、粘土を角柱形に加

工したものを埋め込んであった。炊き出し口周辺に

は炭化物が多く検出できた。検出面から床面までの

深さは、約20㎝程度ある。硬化面は竈前や柱周辺

で顕著であり、かなりしっかりした硬化面である。

床面直上の竈西側において、土師器坏、高坏が竈の

袖石の部材と伴に出土した。

12 号住居址（図－ 20）

12号住居址は、11号住居址及び17号住居址に

よって切られている住居址である。残存部は、南側

の一部であり、住居址の平面形や住居址内の全体的

な構造を知ることは不可能である。残存する南辺

で、少なくとも4.2mはあり、南隅の形状等から、

1辺が4m以上はある方形プランであることが推測

できる。検出面から床面までの深さは、8㎝程度あ

り、硬化面は中央から東側にかけ分布する。柱穴は

１基検出した。11号住居址により、12号住居址の

ほとんどが破壊されているため、詳細は不明であ

る。また、遺物も出土していない。

13 号住居址（図－ 21）

住居址の北側は、団地の基礎によって破壊され、

中央部も部分的に削平されており、詳細は不明であ

る。また、北西隅は、17号住居址によって切られて

おり、中央部から東側においては7・8号土坑によっ

て切られている。残存する部分から判断すると、1

辺が4.5mの方形プランで、主軸はN25°Wであると

考えられる。かなりしっかりした硬化面が中央の削

平部の南側に残っていた。柱穴は、削平部から2基

検出しており中央部に配列されている。検出面から

床面までの深さは、約6㎝である。竈は、住居址北

側及び東側が破壊されているため有無についてもわ

からない。出土遺物は細片のみでほとんどない。

14 号住居址（図－ 22）

方形の竪穴住居址の北東隅部分が、15号住居址

と2号方形竪穴遺構によって切られ詳細は不明。硬

化面があり、床を貼っていた。検出面から床面まで

の深さは、約10㎝程度である。

15 号住居址（図－ 23）

1辺が、長軸5.2m、短軸4.4ｍの方形プランであ

る。主軸は、N24°Wである。検出面から床面まで

の深さは、約10㎝程度ある。中央部は、11号土坑

によって、西側は2号方形竪穴遺構によって切られ

ている。竈の構築物は、破壊され検出できなかった

が、粘土でつくられた袖石が床面より約10㎝程度

盛られた土に置かれていた。袖石の下には、多量の

炭化物と焼土塊が認められ、北辺中央部では、埋土

中に竈の袖石の部材が散乱していることから、北辺

の中央部に竈が設けられていたと考えられる。掘方

において北辺に張り出し部があるわけではなく、張

り出し部を設けず、床面よりやや高い位置に竈が設

けられていた可能性がある。柱穴は4基確認されて

おり4本柱を想定している。硬化面は北辺側の2本

の柱周辺に認められた。出土遺物は、極端に少な

く、細片のみである。

16 号住居址（図ー 24）

16号住居址は、6号住居址を切って検出される。

北辺の一部のみの検出であり、ほとんどが団地の基

礎のため破壊されていた。平面形は、規格化された

方形ではなく、不定形で検出される。柱穴を１基検

出した。検出面から床面までの深さは、約16㎝あ

り、硬化面は、部分的に点在して検出された。竈の

残りも非常に悪く、構築物はほとんど破壊されてい

る。掘方のみが残存している状態である。土師器盤

が床面直上から出土している。

17 号住居址（図－ 24）

1辺が、約4.1mの方形プランを想定している。東

側は、団地の基礎によって破壊され詳細は不明であ

る。主軸は、S67°Wである。検出面から床面までの

深さは、約16㎝ある。硬化面は、かなりしっかりし

ており床全面に分布している。柱穴は西側の両隅に

あり4本柱の竪穴住居址と考えられる。竈は、西辺の
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中央部に設けてあるが、上部の構築物は破壊されて

おり詳細は不明である。炊き出し口付近では、床面か

ら約10㎝掘り込んでおり、その両脇に袖石などの構

築物を設置していたものと考えられる。炊き出し口周

辺では、多量の炭化物と焼土が認められた。床面直

上から土師器の皿、坏、甕が出土している。

18 号住居址（図－ 25）

平面形は、基本的には方形であるが、南東隅に竈

を含む張り出し部があり、かなりいびつな形状を呈

する。主軸は、S74°Eである。北東部は、3号土坑

によって切られている。竈の位置は、東辺の中央部

にあるのではなくやや南に設ける。本調査区では、

特異な住居址である。硬化面は、中央部に分布して

いる。柱穴は、検出されなかった。竈位置には、袖

石の部材が散乱した状態で検出され原形を留めてお

らず、構築物はほとんど破壊されている。竈付近か

ら土師器の甕、床面直上から土師器の皿、須恵器の

蓋が出土した。

19 号住居址（図－ 19）

長軸4.7m、短軸3.5mの長方形プランを想定して

いる。検出面と残存する貼床がほぼ同じ高さであ

り、壁の残りも非常に悪い。硬化面も上位の10号

住居址によってほとんど削平されている。主軸は、

N27°Wであり、北辺の中央付近に竈が設けてあっ

たようである。北辺中央部付近で竈内の埋土が検出

されている。床面より掘り込まれた部分（火床部）

に酸化して赤色化した焼土塊が堆積し、袖石の破片

が上から被さっていた。出土状況から判断してこの

位置に竈があったことは確実であろう。しかし、竈

の位置である北辺に、現代のカクランがあり大部分

が破壊されているため詳細は不明である。遺物は、

ほとんど細片である。

20 号住居址（図－ 10）

10号・19号・3号住居址の埋土を取り除いた後検

出された住居址であり、埋土の残りも非常に悪く、

短軸が約3.7mであることは、僅かに残存する部分か

らわかるが、平面形全体を想定することは不可能で

ある。整然と並ぶ柱穴も検出できなかった。遺物は

出土しなかった。

21 号住居址（図－ 20）

11号・12号・17号住居址の下位に残存する住居址

であり、2隅と各辺などの遺構の周辺部を検出した

が、ほとんどが上位の新しい住居址によって破壊さ

れており詳細は不明。本調査区の他の住居址の特徴

を参考に、平面形や規模から、住居址として分類し

ているが、遺構内から明瞭な硬化面、竈、柱穴も検

出できなかった。残存部から推定すると1辺約5.3m

はある方形プランの竪穴住居址であるようである。

22 号住居址（図ー 25）

桁行約5.4m（18尺）、梁行3.6m（12尺）の３間

×２間の掘立柱建物である。桁行方向は、N63°E

である。柱間寸法は、桁行約1.7m、梁行約1.8mで

ある。柱穴は、直径約50㎝程度であり、深さは30

㎝～40㎝である。北西隅の柱穴は、やや浅い。柱

穴に柱痕は確認できなかった。

３　方形竪穴遺構

方形を呈しており、竈址、柱穴を伴わないような

遺構については、方形竪穴遺構として扱って記載す

る。調査区から2基検出した。用途は不明である。

１号方形竪穴遺構（図ー 26）

0047グリッドと0048グリッドにまたがって検出

した。また、床面と検出面が同じレベルであるた

め、図－26では下場のみ図化した。中央部に硬化面

が認められたものの、竈や柱穴はなく本調査区の他

の住居址と比べ規模が小さく性格を異にしているこ

とにより、住居址と区別して方形竪穴遺構として取

り扱った。4号住居址や7号住居址と切り合いを示す

が、これらよりも新しい。長軸3.2m、短軸2.9m程度

で、主軸は、N9°Wである。やや北に寄っているよ

うだが他の住居址とは主軸を異にすることはない。

２号方形竪穴遺構（図ー 22）

0037グリッドで検出した。1号方形竪穴遺構と

同様、中央部に硬化面が認められるが、竈や柱穴が
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検出できない。14号住居址や15号住居址と切り合

いを示すが、いずれよりも新しい。南側は調査区外

で不明。長軸は少なくとも3.1mよりは長く、短軸

は3.0ｍである。主軸は、N10°Wである。1号方形

竪穴遺構と規模・主軸の方向が非常に似ている。同

じ性格の遺構と考えられる。床上に埋土は1層であ

るが、この層から須恵器蓋が出土している。時期的

には、竪穴住居の規模が小型化し、集落が衰退して

いく時期のものではないかと考えている。

４　土坑

調査区から、総数19基検出した。平面形で分類

すると円形、楕円形、方形に区分できる。方形のも

のには長軸が2m以上の長さがあるものが4基ほど

あった。現在のところ土坑墓と推測している。どの

土坑も言えることであるが出土遺物が少なく、ほと

んどが細片である。時代を決定するには不足してい

る。切り合い関係や出土遺物の細片から多くは古代

の土坑であるようである。

１号土坑（図ー 27）

0150グリッドで検出した。切り合い関係はな

く、長径約1.4m、短径約1.1mの楕円形プランであ

り、主軸は、N17°Eをとる。検出面からの深さ約

10㎝である。

２号土坑（図ー 27）

0150 グリッドで検出した。2号土坑は、北側に

あるピットを切っている。直径約 1.1mのほぼ円形

プランを呈している。検出面からの深さは、約 20

㎝である。埋土には、少量の炭化物が混入していた。

３号土坑（図ー 25）

0150グリッドで検出した。西側は、18号住居址

を切っており、東側では、4号土坑と接する。長径

約1.0m、短径0.8mの楕円形プランであり、主軸

は、N66°Eをとる。検出面からの深さは、約15㎝

である。埋土は、2層あり上層から土師器の細片が

出土している。

４号土坑（図ー 27）

0150グリッドで検出した。東側は、カクランに

よって破壊されており詳細は不明。残存する形状か

ら長軸方向を東西にとる楕円形プランの土坑と推

定している。残存する長径が約52㎝、短径65㎝で

あり、主軸は、N70°Wである。検出面からの深さ

は、約10㎝である。

５号土坑（図ー 27）

0038 グリッドで検出した。南側は、調査区外で

あり全容は不明。残存する部分から推定すると南北

に軸をとる楕円形の土坑ではないかと考えられる。

残存する長径約 60㎝、短径約 90㎝であり、主軸は

N8°Wをとる。検出面からの深さは、約45㎝である。

６号土坑（図ー 28）

0038グリッドで検出した。西側は、15号住居址

と接する。長径約1.5m、短径約1.2mの楕円形プラ

ンであり、主軸はN18°Wである。検出面からの深

さは、約50㎝である。

７号土坑（図ー 21）

0038グリッドで検出した。13号住居址と切り

あっており7号土坑が新しい。北側は、団地の基礎

によって破壊されている。長径約1.3m、短径0.8m

の楕円形プランであり、主軸はN43°Wである。検

出面からの深さは、約25㎝であり、南側で20㎝ほ

どピット上に掘り込まれていた。埋土は2層あり、

上層から土師器坏が出土している。

８号土坑（図ー 21）

0038グリッドの13号住居址内の位置で検出。8

号土坑周辺は、団地の基礎により13号住居址の埋

土が削平されており13号住居址との切り合い関係

は不明。直径約60㎝のほぼ円形プランである。残

存する壁高は約35㎝である。

９号土坑（図ー 28）

0140グリッドで9号住居址と接して検出した。

長軸1.4m、短軸1.1ｍの隅丸方形プランの土坑で
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ある。主軸は、N71°Eである。検出面からの深さ

は、約40㎝あり、他の土坑よりは深い。須恵器の

甕胴部片が出土している。

10 号土坑（図ー 28）

0151グリッドで検出した。南側は、カクラン

によって破壊されている。東側は、18号土坑と接

する。直径約70㎝の円形プランである。検出面か

らの深さは、西側に傾斜して深くなり約10㎝であ

る。浅いところは、約6㎝である。

11 号土坑（図ー 23）

15号住居址を切っている土坑である。土坑周辺

が削平を受けており埋土の残りが悪い。15号住居

址の貼床を切っていることから、土坑が新しい。長

径2.3m、短径1.2mの隅丸方形プランである。主軸

は、N38°Wである。残存壁高は、約10㎝であり、

埋土には、炭化物が混在する。床面は比較的平坦で

ある。平面形・規模から土坑墓ではないかと現時点

では考えている。このような形状･規模のものが他

に３基ほど調査区から検出されている。調査区の中

央部は、団地の基礎で破壊されているため詳細はわ

からないが、全て1号溝（自然流路）の上端より20

ｍ以内の範囲に分布する。

12 号土坑（図ー 29）

0150グリッドの16号土坑を切って検出した土坑

である。北側は、カクランによって破壊されてい

る。直径約1.0mの円形プランを想定している。残存

する壁高は、約25㎝である。

13 号土坑（図ー 22）

0037グリッドの14号住居址の下位から検出され

る。長径70㎝、短径50㎝の楕円形プランであり、

主軸は、N69°Eである。検出面からの深さは、約

45㎝であり北側を方形に掘り込み、南側に緩やか

に立ち上がる形状を呈する。

14 号土坑（図ー 12）

0059グリッドで、2号住居址下位から検出し

た。残存する部分からN10°W方向に向くと推定で

きるが、詳細は不明。残存する壁高は、約14㎝で

ある。埋土は、1層からなるが、焼土と炭化物が多

量に混在する。

15 号土坑（図－ 12）

0059グリッドの2号住居址内から検出される。

南側は、一部カクランによって破壊されている。長

軸2.2m、短軸1.4mの隅丸方形プランの土坑を想定

している。主軸は、N71°Wである。残存壁高は、

西側で26㎝程度であるが、埋土の表面では、2号住

居址の床面と同じ高さで炭化物が混在していた。こ

の土坑は、2号住居址のプラン内できれいに納まっ

ていることや土坑の規模等から、住居址の付帯設備

の可能性が高いと考えられる。

16 号土坑（図ー 29）

0150グリッド南東隅付近で検出した。12号土

坑と切りあっており16号土坑が下位になる。北側

は、カクランによって破壊されているため、長軸は

不明である。残存する長軸は、2.0m、短軸は、約

1.7mで南側がやや広がるいびつな楕円形を呈して

いる。主軸は、N7°Eである。埋土は、残りの良い

ところで約10㎝あった。床部は、南に向かって傾

斜している。平面形・規模から土坑墓ではないかと

現時点では考えている。

17 号土坑（図ー 29）

0140グリッドで検出した。18号住居址南側の壁

の一部を切っている。長径1.1m、短径0.6mの楕円

形プランであり、主軸は、N44°Eをとる。

18 号土坑（図ー 29）

0151グリッドで検出した。長径1.1m、短径

0.7mの楕円形プランである。東側に張り出し部が

あり1号溝を切っている。主軸は、N10°Eである。

深さ約16㎝である。1号溝を切っていることから、

中世以降の所産と考えられる。
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19 号土坑（図ー 12）

0059グリッドの2号住居址埋土で検出された。

2号住居址よりは新しい。北側の一部が調査区外で

ある、19号土坑の下位からは、2基ピットが検出さ

れている。長軸2.6m、短軸1.4mの隅丸方形プラン

である。主軸は、N68°Eで、東に竈をもつ建物群

と一致している。埋土は1層であり、全体的に焼土

と炭化物が散在していて、上部に竈の袖石の部材が

混入していた。現段階では、規模や形状から判断し

て、土坑墓ではないかと考えている。

５　畝状遺構（図ー 30）

調査区北西隅に3条が約2m間隔で主軸をN53°E

にとり、北東－南西方向に並ぶ。深さは、25㎝～

30㎝ありそれぞれの溝の東端は並んで収束するわ

けでもなく北にあるものほど東側へ長く伸びる傾向

にある。検出した時点では、溝のプランとして検出

して埋土を除去したが、底部からピットが検出され

た。ピットは溝の部分に納まっている。そこで溝

は、検出当時、掘立柱建物を建造するときに付随す

るものではないかと想定した。しかし、ピットは並

ぶものの深さがまちまちであり規格性がない。ま

た、ピット内埋土の断面からも柱痕らしいものが検

出されていない。そこで、現時点では、畑に伴う畝

状遺構の溝の部分の可能性が高いのではないだろう

かと考えている。古代の住居址と切り合い関係にあ

り、上位にあることから、8世紀より新しいもので

あると考えている。

６　溝

溝は、5条検出した。ただし、1号溝は、他の溝

とは性格を異にしており自然流路と判断している。

4号溝を除くと、1号溝と同方向に伸びている。

尚、1号溝を境に、住居址が西側域におびただし

く分布するが、東側域には1軒も検出されなかっ

た。また、東側域では、他の遺構及び遺物もほとん

ど検出・出土せず生活の痕跡が極端に少なくなる傾

向を示した。土地利用の境界でもあるようである。

１号溝（図ー 31）

調査区の中央部で検出した1号溝は、竈の袖石に

使用した石材を切り出した産地であることや住居域

の境界であることから、以下詳細に記載する。

①　自然流路である根拠

1号溝は調査区の中央を縦断するようにやや蛇行

しながら、北から南に流れていた。溝の底は、ほと

んど高低差は認められなかったが、溝の埋土の縦断

面からクロスラミナが認められ、南下していること

が判明した。埋まった堆積物には、水が流れた痕跡

があり、単なる溝にしては規模も大きい。また、無

規格であり、河川の堆積物の構造であるチャネル

バーや攻撃斜面等を持ち合わせていることから自然

流路であると考えている。尚、当初自然流路として

形成され、その後整形し水路として利用したことは

疑わない。今後、調査地が増えることにより、詳細

な事が理解されるものと考えている。

②　溝の規模と堆積物

本調査区では、水の影響を受けた流路幅は、約

16mである。常時流れていた河床部は、約6m幅で

ある。検出面からの最大深度は、約2.5mである。

河床は、褐鉄鉱が沈着し、かなり固結していた。ま

た、河床の高さ（標高）もほぼ現在の水位（試験

ボーリングの結果では標高約9mが水位レベル）に

相当する深度であり、水が流れる条件下ではあった

ようである。

埋土は、大きく2区分し、河床を直接埋めている

層を下層（図－31、④⑤⑥⑦⑧⑨）、下層の上に

堆積し溝を埋め尽くした層を上層（図－31、①②

③）と呼ぶこととする。

上層は、土・シルト・粘土から構成され、下層は

砂・礫・粘土から構成される。下層は、砂を中心に

に構成されることから、水流がある流路であったこ

とがわかる。特記すべきこととして、上層下位（図

－31、③）・下層上位（図－31、④）には、白色

の粘土が熱したガラスのように引き伸ばされ堆積し

ていることがあげられる。これは、上流域から粘土

が流れてきたものが流速が遅くなった本調査区付近

で堆積してレンズ状に引き伸ばされたものと考えら

れる。河川で自然に堆積したものとしてはかなり特

異的である。このことは、上流域で白色の粘土が盛

んに切り出され、不必要な部分は捨てられ下流に流
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れてきて堆積したものではないかと現時点では考え

ている。この粘土が、竈の袖石の石材として使用さ

れていることからもこのように考察する方が自然で

ある。上層は、シルトや土壌から構成され、水の関

与が少なくなった堆積物であり、水がなくなった後

徐々に埋まっていったことが理解できる。水が流れ

なくなった理由として、河川争奪（河川が流域を越

えて隣の河川の水域を奪う自然現象）か、もしくは

人為的に流路方向を変えたかが考えられるが、本調

査区のみで解明は困難である。今後の発掘調査の成

果を待ちたい。

③　竈の袖石の石材としての粘土と凝灰質砂岩

1号溝の河床の両岸の壁付近に層厚約 5㎝の粘土

（7層）とその直上に凝灰質砂岩が自然堆積している。

埋土の最下部の層（図－ 31、④⑤）と標高的に同

じ高さで、両岸に粘土が認められる。成因としては、

堆積物の肉眼及び偏光顕微鏡観察、珪藻化石分析及

び蛍光Ｘ線分析などの結果から総合的に判断して、

現在のところ、阿蘇火山中央火口丘の噴火活動（杵

島岳？・往生岳？）により火山泥流が発生し、泥質

部分が選択的に堆積したものと考えている。堆積物

には湖沼性の堆積物によく見られる葉理も見られな

い。1回限りのイベントであったことが推測できる。

粘土の直上には、固結した凝灰質砂岩（6層）が

ある。おそらく下位に堆積する粘土中の粘土鉱物に

よってセメント化した砂質な堆積物と考えられる。

河床の左岸側（東側壁）からは、この粘土と凝灰

質砂岩を30×20㎝程度の規格で切り出した痕跡が

認められた。前述しているように、この粘土等と竈

の袖石の蛍光Ｘ線分析及び岩石薄片観察の結果、分

析値等が一致しており産地であることが判明してい

る。今後は、各遺跡で出土した竈石を調べること

で、流通範囲も理解されていくものと考える。

④　出土遺物

本調査区で、調査できた範囲は、法面を設定しな

ければならず、約16mであった。ほぼ完形の出土

遺物が多量にあった。遺構ではなく自然流路ではあ

るが、大江遺跡群内を北から流れてきているもので

あり、遺跡の性格等を考察する上で貴重な参考資料

になると考え、多くの出土遺物を掲載した。

河床付近の下層では、古墳時代後期から古代の遺

物を中心に出土している。流路をほぼ埋めてしまっ

た上層からは龍泉窯系青磁椀Ⅱ-ｂ類等が出土して

いる。古墳時代後期の竪穴住居址の竈の袖石として

河床の粘土類を切り出されていることから、古墳時

代後期には流路が形成されていて、生活に欠かせ

ない流路となり、13世紀前半にはほぼ埋まってし

まったと考えられる。

２号溝（図ー 32）

0039グリッドで検出した。調査区中央に位置する

1号溝の右岸側を北東から南西に伸びる溝である。

主軸は、N40°Eをとり、幅40～50㎝、深さ約20㎝

前後の比較的規模の小さい溝である。底面は比較的

平らである。北側は、途中、団地の基礎によって破

壊されているため断言はできないが、埋土に焼土粒

や炭化物が混入しており、3号溝とほぼ同じである。

また規模的にも近似しているため3号溝とつながるの

ではなかろうかと考えている。溝の床は、褐鉄鉱が

沈着しており流水の痕跡を残す。水路として使用さ

れていたと考えられる。古代の遺物とともに中世の

遺物も出土しているため、中世の溝と考えられる。

３号溝（図ー 33）

調査区北側の0141グリッドから0151グリッドに

かけ検出した。幅は約50㎝、深さは約20㎝の規模

の小さい溝であり、主軸はN22°Eをとる。底面は

U字形を呈する。埋土は、焼土や炭化物を含み、土

師器細片が出土した。流水の痕跡があり水路として

使用されていたようである。流れた方向は、北から

南である。2号溝が北側で3号溝方向である東に屈

曲していることや埋土が酷似していることにより2

号溝とつながっていた可能性があるが、途中、団地

の基礎で破壊されているため詳細は不明である。

４号溝（図ー 32）

0039グリッドで検出した。調査区内で検出した

他の溝とは性格が異なっており、主軸はＮ39°Wで

あり他の溝の主軸に直行している。埋土も2号溝と

は異なる特徴があり、流水の痕跡がない。幅は約
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1mあり、深さも10㎝程度である。2号溝と交差し

たところで切れていることから、2号溝に伴うもの

であった可能性がある。

５号溝（図ー 34）

Ⅱ区で検出した唯一の遺構である。幅約1m、深さ

40㎝で、主軸をN41°Eにとる。ほぼ他の溝と軸方向

を同じくする。調査区の南側で1号溝と切りあってい

る。5号溝が新しい。北から南に向かって傾斜してお

り、埋土は粘性土と砂から構成されている。溝の底

部には、褐鉄鉱やマンガンが沈着し、激しく固結し

て、明らかに流水の痕跡を残しており、溝は水路と

して使用されていたと考えられる。埋土からの出土

遺物は、土師器の細片が中心であるが、近世の遺物

も出土しているため、近世の所産と考えられる。

７　ピット群（図ー 10）

Ⅰ区で109基とⅡ区で45基、総数154基のピット

を検出した。Ⅰ区は全域に分布する。Ⅱ区は極端に

少なくなる。

図－11　１号住居址　平面図及び断面図（縮尺1／40）
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図－12　２号住居址、14号・15号・19号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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図－14　４号住居址　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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図－18　９号住居址　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①黒褐色(7.5YR 3/2)シルト。炭化物・焼土を少量含む。硬化面。貼床埋土。
②黒褐色(7.5YR 3/2)シルト。炭化物・焼土塊を少量含む。硬化面。貼床埋土。
③暗褐色(7.5YR 3/3)シルト。炭化物・焼土を少量含む。貼床埋土。
④黒褐色(7.5YR 3/2)シルト。炭化物・焼土塊を少量含む。貼床埋土。

⑥暗褐色(7.5YR 3/3)シルト。炭化物を少量含む。竈内埋土。

⑦黒褐色(10YR 3/2)シルト。上面に炭がみられる。竈内埋土。

⑨黒褐色(10YR 3/1)シルト。貼床埋土。

⑩黒褐色(10YR 3/3)シルト。貼床埋土。

①黒褐色(7.5YR 2/2)シルト。炭化物を少量含む。焼土を多量に含む。

②黒色(10YR 2/1)シルト。炭化物を多量に含む。

③黒褐色(5YR 2/2)土。焼土塊を少量含む。
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⑤黒褐色(10YR 2/2)シルト。焼土を少量含む。

⑧黒褐色(7.5YR 3/2)シルト。貼床埋土。

20号住居址

  8号住居址
⑪黒褐色(10YR 2/2)シルト。炭化物を少量含む。貼床埋土。
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① ②
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図－19　10号・19号住居址・10号住居竈址　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①暗褐色(10YR 3/4)シルト。炭化物粒・焼土粒を多く含む。
②黒褐色(10YR 2/2)シルト。炭化物・焼土粒を少量含む。
③黒褐色(10YR 2/2)シルト。焼土を多く含む。
④黒色(10YR 2/1)シルト。硬化面。貼床埋土。

⑤暗褐色(7.5YR 3/1)シルト。炭化物・焼土粒を含む。
⑥暗褐色(10YR 3/3)シルト。硬化面。貼床埋土。

⑦暗褐色(10YR 3/4)シルト。炭化物を少量含む。
⑧暗褐色(10YR 4/2)シルト。
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①黒褐色(10YR 2/2)土。焼土を多く含む。

②にぶい黄色(2.5Y 6/4)砂と白色の灰。炭化物・焼土を多く含む。

③暗褐色(10YR 3/3)シルト。炭化物を大量に含む。
④灰黄褐色(10YR 6/2)粘土。焼土粒を多く含む。
⑤黒色(10YR 2/1)シルト。炭化物を多く含み、焼土粒を大量に含む。
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⑥黒褐色(10YR 2/2)シルト。炭化物粒・焼土を少量含む。
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0 2m 

21号住居址

21号住居址

炭化物
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図－20　11号・12号・21号住居址・11号住居竈址　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①黒褐色(10YR 2/3)シルト。

②暗褐色(10YR 3/4)土。硬化面。貼床埋土。
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L=12.000m L=11.800m

①暗褐色(10YR 3/4)シルト。

②褐色(10YR 4/4)シルト。

①暗褐色(10YR 3/3)土。炭化物・焼土粒を少量含む。
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④8号土坑埋土。

③

図－21　13号住居址、7号・8号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①暗褐色(10YR 3/3)シルト。
　炭化物・焼土粒を少量含む。

②暗褐色(10YR 3/4)土。
　硬化面。貼床埋土。

14号住居址

2号方形竪穴遺構

①暗褐色(10YR 3/3)土。炭化物粒・焼土粒を少量含む。

②暗褐色(10YR 3/4)土。硬化面。貼床埋土。
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①黒褐色(7.5YR 3/2)土。焼土粒を少量含む。 

②暗褐色(7.5YR 3/3)土。焼土粒をごく少量含む。　
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2号方形竪穴遺構断面図
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図－22　14号住居址、2号方形竪穴遺構、13号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①黒褐色(7.5YR 3/2)土。焼土粒を少量含む。

15号住居址

⑤暗褐色(10YR 3/4)土。硬化面。貼床埋土。

①灰褐色(7.5YR 4/2)土。炭化物・焼土を少量含む。

11号土坑

L=11.800m

L=12.000m
FE

CD

A
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②黒褐色(7.5YR 3/2)土。炭化物粒・焼土を多量に含む。竈内埋土。

③暗褐色(7.5YR 3/3)土。炭化物粒・焼土をやや多量に含む。竈内埋土。

④灰褐色(7.5YR 4/2)土。焼土を少量含む。竈構築土。
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図－23　15号住居址、11号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①褐色(10YR 4/4)シルト。炭化物・焼土を多く含む。

②褐色(10YR 4/4)シルト。炭化物・焼土を少し含む。

③黒褐色(10YR 3/1)シルト。硬化面。貼床埋土。
床上には炭化物・焼土粒が多くちらばる。
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①

①黒褐色(10YR 3/2)土。
炭化物粒・焼土粒を全体的に多く含む。

①黒褐色(7.5YR 3/1)土。炭化物・焼土粒を少量含む。
下部ほど炭化物が多くなる。

②黒色(7.5YR 2/1)土 。
炭化物を少量含み、焼土を多量に含む。

16号住居竈址
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①

③黒褐色(10YR 2/2)土。
層の上部に炭化物と焼土粒を含む。

④6号住居址埋土。
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掘方
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竈址（掘方）

竈内埋土。

竈内埋土。

図－24　16号・17号住居址　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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①

②

②黒褐色(7.5YR 3/2)土。硬化面。貼床埋土。

①暗褐色(10YR 3/3)土。
　炭化物・焼土粒を少量含む。

③暗褐色(10YR 3/3)土。貼床埋土。

①黒褐色(10YR 3/1)土。炭化物を含む。

②暗褐色(10YR 3/3)土。炭化物を含む。

3号土坑
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3号土坑断面図
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④
④竈構築土。
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図－25　18号（縮尺1／40）・22号住居址（縮尺1／80）、3号土坑（縮尺1／40）平面図及び断面図
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②
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カクラン

カクラン
1号方形竪穴遺構

①

①黒褐色(2.5Y 3/2)シルト、黄褐色(2.5Y 5/6)シルト。炭化物粒・焼土粒を多く含む。

　硬化面。貼床埋土。

②黒褐色(2.5Y 3/2)シルト、黄褐色(2.5Y 5/6)シルト。貼床埋土。

図－26　１号方形竪穴遺構　平面図及び断面図（縮尺1／40）
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①黒褐色(10YR 3/1)土。
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①黒褐色(10YR 3/2)土。炭化物粒を含む。
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①黒色(10YR 2/1)土。焼土を全体的に含む。

①

1号土坑 2号土坑

L=11.800m

①にぶい黄褐色土(10YR 3/4)シルト。

②暗褐色(10YR 4/3)土。

5号土坑

①

②

ABAB

AB

AB

ABB A

AB

AB

X=-23080

Y=
-2
63
58

Y=
-2
63
56

4号土坑

調査区外
カクラ

ン

4号土坑

5号土坑

1号土坑 2号土坑

0 2m 

図－27　１号・２号・４号・５号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／40）
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①暗褐色(10YR 3/4)シルト。

②暗褐色(10YR 3/3)土。

6号土坑

L=11.700m

①黒褐色(10YR 2/3)土、暗褐色(10YR 3/4)土。

　炭化物粒・焼土粒を少量含む。

②黒褐色(10YR 2/3)土。鉄分およびマンガン層の沈殿層。
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①黒色(10YR 2/1)土。炭化物を少量含む。

10号土坑
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6号土坑

9号土坑

10号土坑

カクラン

図－28　６号・９号・10号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／40）
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①黒褐色(10YR 3/2)粘性土。

　炭化物粒・焼土を全体的に含む。

②暗褐色(10YR 3/3)土。

　焼土粒をごく少量含む。
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図－29　12号・16号・17号・18号土坑　平面図及び断面図（縮尺1／40）
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①黒褐色(7.5YR 3/1)土。
　炭化物粒を含む。

②黒褐色(7.5YR 3/1)土。 ③黒褐色(10YR 3/1)土。
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図－30　畝状遺構　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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図－31　１号溝　平面図及び断面図（縮尺1／180）
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L=11.300m

L=11.700m

①黒褐色(10YR 3/1)土 。
　炭化物を少量含む。
  

①

①黒褐色(10YR 3/1)土。

①

AB

C

A

C

D

B

D

2号溝

4号溝

2号溝

4号溝

2号溝

4号溝

調査
区外

図－32　２号・４号溝　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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X=-23
055

X=-23
065

Y=-26331

Y=-26325

0 2m L=12.600m

AB

B A

①黒色(10YR 2/1)土。
  炭化物・焼土粒を含む。

3号溝

カクラン

①

調査
区外

図－33　３号溝　平面図及び断面図（縮尺1／60）
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0 5m 

L=12.000m

①黒褐色(10YR 2/3)砂質土。マンガン粒を少量含む。

②暗褐色(10YR 3/3)砂質土。

③黒褐色(10YR 2/3)土。鉄分・マンガン塊を多く含む。

④黒褐色(10YR 2/3)土。鉄分・マンガン粒を含む。

① ②

③
④

5号溝

カクラン

カクラン
AB

AB

0 1m 

調査
区外

調査
区外

図－34　５号溝　平面図（縮尺1／150）及び断面図（縮尺1／40）



46

第Ⅲ章　調査成果

第４節　遺物

１　はじめに

遺構内及び遺物包含層からの接合できる遺物の

出土が非常に少なく、細片が多かった。ただし、1

号溝からは、多くの出土がありほぼ完形のものが

多かった。総量としては、コンテナ25箱程度であ

る。尚、胎土については双眼実体顕微鏡による鉱物

の同定を行っている。その際、雲母は、バーミキュ

ライト化したものが多く見られたが、その区別は紙

面の都合により割愛した。

２　遺構内出土遺物

１　土師器蓋。天井部から体部まで残存。体部から

緩やかに傾斜し口縁部に至る。内面は、ヨコナデ調

整。外面は赤彩、ヘラミガキを行う。胎土は、石英

を含む。

２　須恵器蓋。天井部から口縁部まで残存。天井部

から緩やかに傾斜し、口縁部の下折点には溝を付け

る。見受けの返りがなく器高が高い。天井部はヘラ

ケズリ。体部外面から口縁部を経て内面見込み部ま

でヨコナデ調整を行う。胎土は、石英・長石をやや

多く含む。

３　須恵器蓋。ほぼ完形。天井部から段を形成する

ことなく傾斜し口縁部に至り下方にやや折れる。天

井部はヘラケズリ。体部外面から口縁部を経て体部

内面ナデ。見込み部はナデ後不定方向ナデ調整。胎

土は、1㎜程の砂粒を少し含む。

４　土師器坏。口縁部から底部の一部までが残存。

体部は、ほぼ直線的に立ちあがる。内外面とも回転

ナデ調整、赤彩を施す。胎土は、石英・長石の粒子

を含む。

５　土師器高坏。脚部のみ残存。内面は左方向への

ヘラケズリ。外面は下方向へのヘラケズリ後、ナデ

調整。胎土は、石英・長石・角閃石を含む。

６　土師器坏。やや丸みのある底部から緩やかに体

部が立ち上がる。内面見込み部はヨコナデ後ナデ、

内面体部から外面体部に至るまでヨコナデ調整・赤

彩を施す。底部に、指頭圧痕がある。胎土は、石

英・長石・角閃石・雲母を含む。

７　土師器坏。口縁部から底部の一部まで残存。体

部は、ほぼ直線的に立ち上がり、内外面ナデ調整で

赤彩が施されている。底部はナデ調整。胎土は、石

英・角閃石を含む。

８　土師器椀。口縁部から体部まで残存。体部は直

線的に大きく開いて立ち上がる。内外面とも回転ナ

デ調整。胎土は、石英・長石・角閃石・雲母を含む。

９　土師器甕。小型のものである。口縁部内外面は

ナデ、胴部内面はヘラケズリ、外面はハケメ調整を

行う。胎土は、石英・長石・角閃石を含む。煤が多

く付着している。

10　土師器甕。口縁部から胴部まで残存。口縁部

は回転ナデ。口縁下部から胴部外面はハケメ後回転

ナデ調整、胴部内面はヘラケズリ調整を行う。胎土

は、石英・長石・角閃石・火山ガラスを含む。

11　土師器高坏。底部と脚部のみが残存。底部外

面・脚部内外面回転ナデ、底部内面ナデ調整。胎土

は、石英・長石を含む。

12　土師器甕。口縁部から胴部まで残存。口縁部

内外面はナデ、胴部内面はヘラケズリ、外面はハケ

メ調整を行う。胎土は、石英・長石・角閃石を含

み、角閃石の量が多い。

13　土師器把手付甕。ほぼ完形。把手より上は内

外面ヨコナデ、下は外面ハケメ調整を行う。把手は、

ヘラケズリ後ナデ調整を行い、胴部・底部内面はヘ

ラケズリ調整を行う。胎土は、石英・長石・角閃石

を含む。

14　須恵器坏。やや丸みのある底部から緩やかに

体部が立ち上がり、わずかに外反する。体部内外

面・口縁部は回転ナデ、見込み部は不定方向ナデ、

底部はヘラ切り離し後未調整。胎土は、石英・長

石・角閃石を含む。

15　須恵器坏。口縁部から体部まで残存。体部は

直線的に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整を行

う。胎土は、石英・長石・黒色粒（有色鉱物及びガ

ラスの溶融したもの？）を含む。

16　土師器甕。小型のものであり、口縁部から頸

部まで残存。口縁部は内外面ナデ、頸部内面はケズ

リを行う。胎土は、石英・長石・角閃石を多く含む。

17　土師器甕。小型のものであり、口縁部から胴

部の一部が残存。口縁部は内外面ナデ、頸部から胴
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部の内面はケズリ、外面はハケメ調整を行う。胎土

は、石英・長石を多く含み、角閃石・雲母を少量含む。

18　土師器坏。平坦な底部から体部は開いて直線

的に立ち上がる。見込み部及び体部内外面回転ナ

デ、体部外面下半にヘラケズリ、底部ヘラ切り離し

後未調整。胎土は、石英・長石を含む。

19　土師器坏。やや丸みのある底部から体部は直

線的に立ち上がる。底部外面はナデ、体部内外面は

ヨコナデ、見込み部はナデ調整を行う。胎土は、石

英・長石・角閃石を含む。

20　土師器坏。平坦な底部から体部は丸みを持ち

立ち上がる。底部外面はヘラ切り離し後ナデ、体部

内外面はヨコナデ。見込み部は不定方向ナデ調整を

行う。胎土は、石英・長石・角閃石を含む。

21　土師器坏。やや丸みのある底部から体部は直

線的に立ち上がる。体部内外面及び見込み部は回転

ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整。内外面に赤

彩が施され、内面に少量煤が付着している。胎土

は、石英・長石・角閃石が含まれる。

22　土師器高坏。内外面ヨコナデ、見込み部は不

定方向ナデ調整を行う。脚部内面に線刻が施されて

いる。胎土は、石英・長石・角閃石・雲母が含まれる。

23　土師器高坏。脚部のみ残存。内外面ナデ調整

を行う。胎土は、石英・長石・雲母が含まれている。

24　土師器盤。やや丸みのある底部から体部は丸

みを持ちながら立ち上がる。内外面ヨコナデ、底部

外面はヘラケズリ後ナデ調整を行う。内外面に赤彩

を施してある。胎土は、石英・雲母を含む。

25　土師器甕。中型のもの。口縁部から頸部まで

残存。内外面ヨコナデ調整を行う。胎土は、石英・

長石・雲母・角閃石を含む。

26　土師器皿。やや丸みのある底部から体部はか

なり外側に開いて立ち上がり、口縁部がやや外反す

る。底部ヘラ切り離し後ナデ、内外面回転ナデ調整

を行う。内外面に赤彩を施す。胎土は、長石・雲母

を含む。

27　土師器坏。平坦な底部から体部はほぼ直線的

に立ち上がる。内外面回転ナデ調整、底部はヘラ切

り離し。内外面に赤彩を施す。胎土は、石英・長

石・角閃石を含む。

28　土師器高坏。内外面回転ナデ。見込み部、底

部及び脚部外面は回転ナデ後ナデ調整を行う。胎土

は、長石を含む。

29　土師器甕。口縁部から頸部はナデ、頸部内面

はヘラケズリ後ナデ、胴部内面はヘラケズリ、頸部

から胴部外面はハケメ調整を行う。底部には、直

径約10㎝の穿孔を施している。胎土は、石英・長

石・角閃石を含む。

30　土師器甕。口縁部から胴部まで残存。口縁部

から頸部内面はハケメ、頸部内面は指頭による調

整、胴部内面はヘラケズリ、口縁部外面はヨコナ

デ、胴部外面はハケメ調整を行う。胎土は、石英・

長石・角閃石を含む。

31　土師器甕。口縁部から胴部の一部まで残存。

口縁部内外面はナデ、胴部内面はヘラケズリ、胴部

外面はハケメ調整を行う。胎土は、長石・雲母・角

閃石を含む。口縁部の内外面に黒斑がある。

32　土師器甕。口縁部から胴部の一部まで残存。

口縁部から胴部は回転ナデ、胴部内面はヘラケズ

リ、胴部外面はハケメ調整を行う。胎土は、石英・

長石・角閃石を含み、長石の量がやや多い。

33　土師器皿。底部と体部の一部が残存。平坦な

底部から屈曲して緩やかに立ち上がる。内外面ナ

デ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整を行う。底部外

面に墨書を施してあるが釈読はできない。胎土は、

石英・角閃石を含む。

34　須恵器蓋。平らな形を呈し、身受けの返しを

小さくつまみ出している。体部内外面及び口縁部は

回転ナデ、天井部から体部外面にかけヘラケズリ後

ナデ、体部内面は回転ナデ後ナデ調整を行う。胎土

は、石英・長石・雲母を含む。

35　土師器坏。平坦な底部から段をなし緩やかに

体部が開いて立ち上がる。体部下位と見込み部は回

転ナデ後ナデ、底部はヘラ切り離し後ヨコナデ調整

を行う。内外面に赤彩を施す。胎土は、長石・雲

母・赤褐色粒を含む。

36　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかに傾斜し

体部となり身受けの返りを下方に小さくつまみ出し

ている。体部外面から体部内面まで回転ナデ、見込

み部は回転ナデ後ナデ、天井部はヘラケズリ後ナデ
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調整を行う。胎土は、石英・長石を含み、長石の量

が多い。

37　石鏃。ほぼ完形である。黒曜石製の凹基無茎

鏃である。茎の抉りは非常に浅く、両側辺とも直線

的に調整されており、二等辺三角形の形状を呈する。

38　ガラス小玉。10号住居址の竃から出土。直径

0.7㎝、孔径0.15㎝を測る。色調はコバルトブルー

である。完形であり、気泡が観察される。

39　紡錘車。滑石製である。約3分の２が残存す

る。丁寧な研磨が施されている。

40　鉄製刀子。刀子片で刃部のみが残存し、現存

長6.6㎝、最大幅1.9㎝を測る。透過X線撮影により

外形線を確認した。

41　土師器坏。口縁部から底部の一部が残存。平

坦な底部から体部は丸みを持ちながら直線的に立ち

上がる。内外面回転ナデ、底部はヘラ切り離し後ヨ

コナデ調整を行う。胎土は、長石・角閃石・雲母を

含む。

３　１号溝（自然流路）からの出土遺物

42　須恵器坏。口縁部から底部の一部まで残存。

平坦な底部から屈曲して体部は直線的に立ち上が

る。口縁部から体部の内外面は回転ナデ、見込み部

は回転ナデ後不定方向ナデ、底部はヘラ切り離し後

ナデ調整を行う。胎土は、石英・長石・角閃石・雲

母・赤褐色粒が含まれる。口縁部から体部外面に黒

斑が見られる。

43　土師器皿。平坦な底部から体部は大きく開い

て直線的に立ち上がる。口縁部から体部の内外面は

回転ナデ、見込み部は回転ナデ後ナデ、底部はヘラ

切り離し後ナデ調整を行う。胎土は、石英・長石・

角閃石を含む。

44　須恵器坏。平坦な底部から屈曲して体部は直

線的に立ち上がる。口縁部から体部の内外面は回転

ナデ、見込み部は回転ナデ後不定方向ナデ、底部は

ヘラ切り離し後未調整である。胎土は、石英・長石

を含む。

45　土師器坏。やや丸みのある底部から屈曲し体

部は直線的に立ち上がる。口縁部から体部内外面及

び見込み部は回転ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ

調整を行う。内外面に赤彩を施す。胎土は、石英・

長石・雲母・角閃石・赤色粒を含む。

46　土師器坏。平坦な底部から屈曲し、体部は直

線的に立ち上がる。見込み部から口縁部を経て体部

に至るまで回転ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ調

整を行う。胎土は、石英・長石・雲母・角閃石を含む。

47　土師器椀。内外面回転ナデ、底部はヘラ切り離

し後ナデ、高台貼り付け後ナデ調整を行う。体部外

面には沈線がある。胎土は、石英・長石・雲母を含む。

48　須恵器椀。平坦な底部から体部は直線的に立

ち上がる。体部から口縁部の内外面は回転ナデ、見

込み部は回転ナデ後ナデ、底部はヘラ切り離し後未

調整。高台は外に開き、貼り付け後回転ナデ調整。

胎土は、石英・長石を含む。

49　須恵器椀。口縁部から体部の内外面は回転ナ

デ、見込み部は回転ナデ後ナデ、底部はヘラ切り離

し後ナデ、高台は貼り付け後回転ナデ調整を行う。

高台は、内側がへこむ型である。胎土は、石英・長

石を含む。

50　須恵器椀。平坦な底部から屈曲し体部は直線的

に立ち上がる。口縁部から体部の内外面は回転ナデ、

見込み部は回転ナデ後不定方向ナデ、底部はヘラ切

り離し後ナデ調整を行う。胎土は、石英・長石を含む。

51　龍泉窯系青磁椀。Ⅱ－ｂ類。内外面ともに釉が

かかり、外面には蓮弁文が認められる。

52　須恵器蓋。扁平な形状を呈し、見受けの返し

を小さくつまみ出している。内外面とも回転ナデ後

ナデ調整を行う。胎土は、石英・長石・ガラス質黒

色粒が含まれる。内面には自然釉が観察される。

53　須恵器蓋。平坦な天井部から屈曲し体部は緩や

かに傾斜し身受けの返りをやや外側につまみ出して

いる。体部と口縁部内外面は回転ナデ、見込み部は

回転ナデ後不定方向ナデ、天井部はヘラケズリ調整

を行う。胎土は、石英・長石・黒色ガラス質粒子を

含む。

54　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかに傾斜し

体部となり身受けの返りを下方に小さくつまみ出し

ている。体部内外面と口縁部は回転ナデ、天井部は

ヘラケズリ、見込み部は回転ナデ後不定方向ナデ調

整を行う。つまみは扁平なもので貼り付け後回転ナ
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デ調整を行っている。胎土は、石英・長石・角閃

石・白雲母を含む。

55　土師器酌。口縁部から頸部は回転ナデ、胴部

内面はナデ、頸部外面から底部までハケメ調整を行

う。把手部は腐食が著しく調整は不明である。胎土

は、石英・長石・雲母・角閃石を含む。

56　須恵器壺。口縁部から底部の一部が残存。口

縁部・頸部内外面・胴部内面は回転ナデ、胴部から

底部の外面はハケメ後タタキ、胴部内面には同心円

あて具痕が残る。胎土は、石英・長石を含む。

57　須恵器鉢。内面は回転ナデ、外面上位は格子

目タタキ後回転ナデ、外面下位は格子目タタキ後ヘ

ラケズリ、底部はヘラ切り離し後高台貼り付け後回

転ナデ調整を行う。胎土は、石英を含む。

58　須恵器鉢。荒尾産？口縁部から体部まで残存。

内外面とも回転ナデ調整。胎土は、石英・長石を含む。

59　土師器坏。平坦な底部から屈曲して体部は直

線的に立ち上がる。見込み部から体部外面まで回転

ナデ、底部はヘラ切り離し後未調整。内外面に赤彩

が施され煤が付着している。胎土は、石英･長石・

雲母が含まれる。

60　土師器坏。平坦な底部から屈曲して体部は直線

的に立ち上がる。見込み部から体部外面まで回転ナ

デ。底部はヘラ切り離し後未調整。内面に煤が付着

している。灯明皿として使用？　胎土は、石英・長

石・雲母・赤褐色粒を含む。

61　土師器坏。平坦な底部から屈曲し体部は直線的

に立ち上がる。口縁部から体部は回転ナデ、見込み

部は回転ナデ後不定方向ナデ、底部はヘラ切り離し

後ナデ調整。胎土は、石英・長石・雲母・角閃石・

赤褐色粒が含まれる。

62　土師器坏。平坦な底部からやや丸みを持ちなが

ら体部が緩やかに立ち上がる。口縁部と体部内外面

が回転ナデ、見込み部が回転ナデ後ナデ、体部外面

下位は回転ナデ後ヘラミガキ、底部は糸切り離し後

ヘラミガキを行う。胎土は、長石・雲母・角閃石を

含む。

63　須恵器椀。平坦な底部から屈曲して体部は直線

的に立ち上がる。口縁部及び体部内外面、見込み部

は回転ナデ。底部はヘラ切り離し後未調整。高台は

内側にへこむ型のもので、貼り付け後回転ナデ調整

を行う。胎土は、石英・長石を含む。

64　須恵器椀。平坦な底部から体部は直線的に立ち

上がる。口縁部と体部の内外面は回転ナデ、見込み

部は回転ナデ後ナデ、体部下位は回転ナデ後ヘラミ

ガキ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整。高台は、貼

り付け後回転ナデ調整。胎土は、石英・長石・角閃

石を含む。

65　須恵器椀。ほぼ完形。平坦な底部から体部はや

や丸みを持ち直線的に立ち上がる。口縁部及び体部

の内外面は回転ナデ、体部外面下位はケズリ、見込

み部は不定方向ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ調

整を行う。高台は、外に開き、貼り付け後にヨコナ

デ調整を行う。胎土は、石英・長石で量的に多い。

ガラス質黒色粒も少量含む。

66　須恵器椀。平坦な底部から体部はやや丸みを持

ちながら直線的に立ち上がる。見込み部から口縁部

を経て体部外面に至るまで回転ナデ、体部外面下位

はケズリ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整を行う。

高台は、外に開き、貼り付け後にヨコナデ調整を行

う。胎土は、石英・長石を含む。

67　須恵器椀。平坦な底部から体部はやや丸みを持

ちながら直線的に立ち上がる。口縁部と体部内外面

は回転ナデ、見込み部は回転ナデ後ナデ、体部外面

下位は、ケズリ後回転ナデ、底部はヘラ切り離し後

ナデ調整を行う。高台は、やや外に開き、貼り付け

後ヨコナデ調整を行う。胎土は、石英・長石・ガラ

ス質黒色粒を含み、長石が多い。

68　須恵器椀。荒尾産？平坦な底部から直線的に立

ち上がる。見込み部から口縁部を経て体部外面に至

るまで回転ナデ、底部は糸切り離し後ナデ調整、高

台は外に開き、貼り付け後ヨコナデ調整を行う。胎

土は、石英と長石を含み、黒色粒を多く含む。

69　土師器椀。平坦な底部から屈曲して直線的に立

ち上がる。口縁部と体部内外面は回転ナデ、見込み

部はナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整。高台は

貼り付け後ナデ調整を行う。内外面に赤彩を施す。

胎土は、長石・雲母を含む。

70　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかな傾斜で

口縁部に至る。口縁には小さな返りが付く。偽宝珠
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形のつまみがつく。内外面とも回転ナデ調整。胎土

は、石英・長石・ガラス質黒色粒を含む。

71　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかに傾斜し口

縁部に至る。口縁には小さな返りが付く。扁平なつ

まみがつく。内外面とも回転ナデ調整を行う。胎土

は、石英・長石を含む。

72　須恵器蓋。平らな器形を呈し、身受けの返りを

小さくつまみ出している。口縁部と体部の内外面は

回転ナデ、天井部は回転ナデ後ナデ、見込み部は不

定方向ナデ調整を行う。やや扁平の偽宝珠形のつま

みがつく。胎土は、石英・長石・雲母を含む。

73　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかに傾斜し口

縁部に至る。口縁には小さな返りが付く。丸みのあ

るつまみがつく。天井部から口縁部内面まで回転ナ

デ、体部内面から見込み部はナデ調整を行う。胎土

は、石英・長石を含み、石英の量が多い。

74　須恵器蓋。平坦な天井部から緩やかに体部を経

て口縁部に至る。身受けの返りを外に小さくつまみ

出している。内外面とも回転ナデ後ナデ調整を行う。

胎土は、石英・長石・ガラス質黒色粒が含まれる。

75　須恵器蓋。荒尾産。平坦な天井部から傾斜し口

縁部に至り、つまみを下方に小さくつまみだしてい

る。輪状つまみを取り付けてある。内外面とも回転

ナデ調整。胎土は、長石・ガラス質黒色粒を含む。

76　須恵器椀。平坦な底部から丸みを持ちながら体

部は直線的に立ち上がる。高台は外に大きく開いて

貼り付ける。見込み部から体部外面まで回転ナデ、

体部下位から底部ヘラケズリ後ナデ調整を行う。胎

土は、石英・長石を含む。

４　遺物包含層からの出土遺物

77　須恵器蓋。平らな器形を呈し、身受けの返りを

小さくつまみ出している。天井部から体部はヘラ切

り離し後未調整、口縁部から体部まで回転ナデ調整

を行う。偽宝珠形のつまみがつく。

78　土師器椀。内外面とも回転ナデ、高台は、外に

開いて貼り付け後回転ナデ調整を施す。内外面に赤

彩を施す。胎土は、石英・長石・雲母・角閃石を含む。

79　土師器坏。底部から体部まで残存。体部内外面

と見込み部は回転ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ

調整。内外面に赤彩を施す。胎土は、石英・角閃石・

雲母・赤褐色粒を含む。

80　土師器坏。平坦な底部から屈曲し体部は直線的

に立ち上がる。見込み部から体部外面まで回転ナデ

後ナデ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整を行う。内

外面ともに赤彩を施す。胎土は、石英・長石・雲母・

角閃石を含み、角閃石の量が多い。

81　土師器坏。平坦な底部から屈曲して体部が立ち

上がる。見込み部から体部外面まで回転ナデ、底部

はヘラ切り離し後ナデ調整を行う。内外面とも煤が

付着。胎土は、石英・長石・赤褐色粒と少量の角閃

石を含む。

82　土師器坏。平坦な底部から体部は屈曲し直線

的に立ち上がる。見込み部から体部外面まで回転ナ

デ、底部はヘラ切り離し後ナデ調整を行う。底部に

スタンプがある。胎土は、石英・長石・雲母を含む。

83　土師器椀（黒色土器A類）。体部の一部から

底部まで残存。平坦な底部から緩やかに直線的に立

ち上がる。内面は黒色。体部外面は回転ナデ、底部

はヘラ切り離し後、高台を貼り付け回転ナデ調整を

行う。底部外面に墨書がなされており「万」と釈読

できる。胎土は、石英・雲母を含む。

84　土師器坏。見込み部の磨耗が著しい。平坦な底

部から緩やかに大きく外に開いて立ち上がる。口縁

部から体部の内外面は回転ナデ、底部は、ヘラ切り

離し後ナデ調整を行う。底部外面に墨書がなされて

いる。釈読できない。胎土は、石英・長石・雲母・

角閃石・赤褐色粒を含む。

85　鉄製紡錘車。透過X線撮影を行い欠損の程度

を確認した。一部欠損がある。

86　鉄鏃。現存長 5.0㎝、現存幅 2.05㎝である。

透過X線撮影を行い欠損の程度を確認した。脚部

は欠損ではない。作出が特徴的である。また、中央

部に穿孔がある。脚近くにある穴は腐食によるもの

である。

87　土錘。一部欠損がある。管状土錘であり、刺

網系の魚網錘であろうと考えられる。胎土は、石

英・角閃石を含む。ナデ調整である。
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図－ 35　３号・４号・５号・６号・７号住居址出土遺物実測図
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図－ 36　７号・10 号・11 号住居址出土遺物実測図
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図－ 37　16 号・17 号住居址出土遺物実測図
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図－ 38　17 号・18 号住居址、２号方形竪穴遺構出土遺物及び遺構内出土鉄器・石器実測図
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図－ 39　７号土坑及び１号溝上層（第 31図、①②③）出土遺物実測図
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図－ 40　１号溝下層（第 31図、④）出土遺物実測図
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図－ 41　１号溝下層（第 31図、④⑥）、1159・1116 ピット、遺物包含層出土遺物実測図
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１．放射性炭素年代測定

（１）試料と方法

① 14Ｃ年代測定値

試料の 14Ｃ /12 Ｃ比から、単純に現在（AD1950

年）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は、

国際的慣例によりLibby の 5,568 年を用いた。

②δ 13Ｃ測定値  

試料の測定 14Ｃ /12 Ｃ比を補正するための炭素

安定同位体比（13 Ｃ /12 Ｃ）。この値は標準物質

（PDB）の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

③補正 14Ｃ年代値

δ 13Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知

り、14Ｃ /12 Ｃの測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。試料のδ 13 Ｃ値を -25（‰）に標準

化することによって得られる年代である。

④暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14 Ｃ濃

度の変動を較正することにより算出した年代（西

暦）。cal は calibration した年代値であることを示

す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14Ｃの詳細

な測定値、およびサンゴのU-Th 年代と 14Ｃ年代

の比較により作成された較正曲線を使用した。な

お、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、

今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正 14Ｃ年代値と暦年代較

正曲線との交点の暦年代値を意味する。１σ（68％

確率）と２σ（95％確率）は、補正 14Ｃ年代値の

偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数

の 1σ・２σ値が表記される場合もある。

（２）所見

加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭

素年代測定の結果、№１の堆積物では 3740 ± 40

年 BP（１σの暦年代で BC2200 ～ 2120, 2090

～ 2050 年）、№２の堆積物では 3840 ± 40 年 BP

（同 BC2340 ～ 2210 年）、№３の堆積物では 4300

± 60 年 BP（同 BC2920 ～ 2880 年）、№４の堆

積物では 5910 ± 50 年 BP（同 BC4810 ～ 4720

年）、№５の堆積物では 19420 ± 90 年 BP（同

BC21560 ～ 20620 年）、№６のクロボク土では

1960 ± 40 年 BP（同AD10 ～ 80 年）の年代値が

得られた。

文献

Stuiver et al. (1998), INTCAL98 Radiocarbon   

Age Calibration, Radiocarbon, 40,   

p.1041-1083.

中村俊夫（1999）放射性炭素法．考古学のための

年代測定学入門．古今書院，p.1-36．
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 試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

 №１ ボーリング，2.9 ｍ 堆積物 酸洗浄，石墨調整 AMS

 №２ ボーリング，6.1 ｍ 堆積物 酸洗浄，石墨調整 AMS

 №３ ボーリング，7.4 ｍ 堆積物 酸洗浄，石墨調整 AMS

 №４ ボーリング，8.0 ｍ 堆積物 酸洗浄，石墨調整 AMS

 №５ ボーリング，8.9 ｍ 堆積物 酸洗浄，石墨調整 AMS

 №６ 0047G，クロボク土 堆積物 酸 - ｱﾙｶﾘ - 酸洗浄，石墨調整 AMS

  （2b 層）　　　　　　

　　　　 AMS：加速器質量分析法（Accelerator  Mass  Spectrometry）

表－２　放射性炭素年代測定試料一覧
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２．花粉分析（紙面の都合により方法は割愛する）

（１）はじめに

 花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とし

た比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象

とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉

などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好

であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

（２）試料

分析試料は、ボーリング試料の深度2.3ｍ、2.5

ｍ、2.55ｍ、2.9ｍ、6.1ｍ、6.9ｍ、7.4ｍ、8.0

ｍ、8.4ｍ、8.9ｍ、9.6ｍから採取された11点、お

よび遺物包含層（２a層上部・２a層下部）、２b

層、白色粘土から採取された4点の計15点である。

試料採取箇所を分析結果図に示す。

（３）結果

①分類群

出現した分類群は、樹木花粉30、樹木花粉と草

本花粉を含むもの４、草本花粉14、シダ植物胞子

２形態の計50である。花粉数が100個以上計数さ

れた試料については花粉総数を基数とする花粉ダイ

アグラムを示した。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、

スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、ヤナギ

属、サワグルミ、ノグルミ、ハンノキ属、カバノキ

属、クマシデ属－アサダ、クリ、シイ属－マテバシ

イ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカ

ガシ亜属、ニレ属－ケヤキ、エノキ属－ムクノキ、

アカメガシワ、キハダ属、モチノキ属、カエデ属、

ブドウ属、ツタ、ツバキ属、ミズキ属、カキ属、ハ

イノキ属、ツツジ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科、バラ科、ウコギ科、ニワト

コ属－ガマズミ属

表ー３　放射性炭素年代測定結果

試料名    測定№    　１４C年代     δ１３C    補正１４C年代 　   暦年代（西暦）  

 （Beta-）　　　（年BP）　　　（‰）　（年BP）（１σ :68％確率，２σ :95％確率）

 №１ 203361 3740 ± 40 -25.0 3740 ± 40　　交点：cal BC 2140

     １σ：cal BC 2200-2120, 2090-2050

     ２σ：cal BC 2280-2030 

 №２ 203362 3820 ± 40 -23.8 3840 ± 40　　交点：cal BC 2290

     １σ：cal BC 2340-2210

     ２σ：cal BC 2450-2190, 2170-2150

 №３ 203363 4170 ± 60 -16.9 4300 ± 60　　交点：cal BC 2900

     １σ：cal BC 2920-2880

     ２σ：cal BC 3030-2870, 2800-2770

 №４ 203364 5870 ± 50 -22.4 5910 ± 50　　交点：cal BC 4780

     １σ：cal BC 4810-4720

     ２σ：cal BC 4900-4890, 4860-4690

 №５ 203365 19310 ± 90 -18.3 19420 ± 90　　交点：cal BC 21080

     １σ：cal BC 21560-20620

     ２σ：cal BC 21670-20520

 №６ 203366 1860 ± 40 -19.1 1960 ± 40　　交点：cal AD 50

     １σ：cal AD 10-80

     ２σ：cal BC 40- AD 120
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〔草本花粉〕

ガマ属－ミクリ属、イネ科、カヤツリグサ科、タ

デ属、タデ属サナエタデ節、ナデシコ科、アブラナ

科、セリ亜科、ミツガシワ、シソ科、ナス科、タン

ポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

②花粉群集の特徴

１）遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

２b層では、樹木花粉のコナラ属アカガシ亜属、

草本花粉のネギ属、ニガウリ属、ヨモギ属、および

未同定花粉type１などが検出されたが、いずれも

少量である。未同定花粉type１は、大きさ約30μ

で、球状～やや長球状、外層はグラニュレートで溝

は長く伸びるという特徴があり、ケシ科（クサノオ

ウ属）に近似している。２a層下部では、ネギ属、

タンポポ亜科、およびシダ植物胞子などが検出され

たが、いずれも少量である。２a層上部では、花粉

はほとんど検出されなかった。

２）ボーリング試料

試料9.6ｍでは、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ

科、コナラ属コナラ亜属、イネ科などが検出された

が、いずれも少量である。試料8.9ｍ～8.0ｍでは、

コナラ属アカガシ亜属、イネ科、タンポポ亜科、ヨ

モギ属などが検出されたが、いずれも少量である。

試料7.4ｍと試料6.9ｍでは、樹木花粉の占める割

合が草本花粉より高い。樹木花粉では、コナラ属ア

カガシ亜属、シイ属－マテバシイ属、ハンノキ属が

優勢であり、エノキ属－ムクノキ、ニレ属－ケヤ

キ、コナラ属コナラ亜属などが伴われる。草本花粉

ではイネ科が優勢であり、カヤツリグサ科、ヨモギ

属などが伴われる。

試料6.1ｍでは、草本花粉の占める割合が樹木花

粉より高い。草本花粉では、カヤツリグサ科が優占

し、イネ科、ヨモギ属などが伴われる。樹木花粉で

は、ハンノキ属やエノキ属－ムクノキが見られなく

なり、ニレ属－ケヤキも減少している。

試料2.9ｍでは、コナラ属アカガシ亜属、イネ

科、カヤツリグサ科などが検出されたが、いずれも

少量である。試料2.55ｍ、試料2.5ｍと試料2.3ｍで

は、花粉が検出されなかった。

（４）花粉分析から推定される植生と環境

①遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

 弥生時代中期とされる２b層および２a層の堆積

当時は、花粉があまり検出されないことから植生や

環境の推定は困難であるが、２b層ではネギ属、ニ

ガウリ属、ヨモギ属、ケシ科近似種などが認められ

ることから、日当たりのよい比較的乾燥した環境が

示唆される。花粉があまり検出されない原因として

は、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉

表－４　遺物包含層等における花粉分析結果（個体数が少なくダイアグラムで表すことができず表を掲載）
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種

2a層上部

遺物包含層

ボーリング試料

2a層下部

海
水
砂
質
干
潟

などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられ

る。なお、ニガウリ属やケシ科近似種については、

その他の分類群と比較して花粉の保存状態がかなり

良好であることから、上層から後代のものが混入し

た可能性も示唆される。

②ボーリング試料

放射性炭素年代測定で5910±50年BPの年代値が

得られた試料8.0ｍより下位の層準では、花粉があ

まり検出されないことから植生や環境の推定は困難

であるが、タンポポ亜科やヨモギ属などが認められ

ることから、比較的乾燥した堆積環境であった可能

性が示唆される。花粉があまり検出されない原因と

しては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で

花粉などの有機質遺体が分解されたこと、水流によ

る淘汰を受けたこと、および土層の堆積速度が速

かったことなどが考えられる。

4300±60年BPの年代値が得られた試料7.4ｍか

ら試料6.9ｍにかけては、カシ類（コナラ属アカガ

シ亜属）やシイ類（シイ属－マテバシイ属）などの

照葉樹を主体としてハンノキ属、エノキ属－ムク

ノキ、ニレ属－ケヤキなどの落葉樹も生育する森林

植生が分布していたと考えられ、林縁などにはイネ

科、カヤツリグサ科、ヨモギ属などの草本類が生育

していたと推定される。

3840±40年BPの年代値が得られた試料6.1ｍの

黒色粘性土の堆積当時は、カヤツリグサ科などが生

育する湿地の環境であったと考えられ、周辺にはカ

シ類やシイ類を主体とした照葉樹林が分布していた

と推定される。

3740±40年BPの年代値が得られた試料2.9ｍの

砂質シルト層では、花粉がほとんど検出されない

ことから、植生や環境の推定は困難である。試料

2.55ｍの白色粘土層および試料2.5ｍと試料2.3ｍの

固く締まった暗灰色シルト層では、花粉が検出され

なかった。花粉が検出されない原因としては、前述

のようなことが考えられる。
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3．珪藻分析（紙面の都合により方法は割愛する）

（１）はじめに

図－43　遺物包含層、2b層、白色粘土における主要珪藻ダイアグラム
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珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、

海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、

岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分

類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因

に応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。

珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映して

おり、水域を主とする古環境復原の指標として利用

されている。

（２）試料

分析試料は、花粉分析に用いられたものと同一の

計15点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

（３）結果

①分類群

試料から出現した珪藻は、貧塩性種（淡水生種）

87分類群、貧－中塩性種（淡－汽水生種）２分類群、

中－真塩性種（汽－海水生種）４分類群である。珪

藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラム

を図－ 43・図－ 44に示す。

〔貧塩性種〕

Achnanthes lanceolata、Anomoeoneis sp.、

Cocconeis placentula、Eunotia bilunaris、

Fragilaria capucina、Gomphonema gracile、

Gomphonema parvulum、Gomphonema spp.、

Hantzschia amphioxys、Navicula contenta、

Navicula elginensis、Navicula gall ica、

Navicula ignota、Navicula mutica、Nitzschia 

amphibia、Nitzschia brevissima、Nitzschia 

pa lea、Pinnular ia  borea l is、Pinnular ia 

subcapitata、Rhopalodia spp. 

〔貧－中塩性種〕

Rhopalodia gibberula

〔中－真塩性種〕

Caloneis westii、Nitzschia granulata

②珪藻群集の特徴

１）遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

２b層では、樹木花粉のコナラ属アカガシ亜属、

草本花粉のネギ属、ニガウリ属、ヨモギ属、および

未同定花粉type１などが検出されたが、いずれも

少量である。未同定花粉type１は、大きさ約30μ

で、球状～やや長球状、外層はグラニュレートで溝

は長く伸びるという特徴があり、ケシ科（クサノオ

ウ属）に近似している。２a層下部では、ネギ属、

タンポポ亜科、およびシダ植物胞子などが検出され

たが、いずれも少量である。２a層上部では、花粉

はほとんど検出されなかった。

２）ボーリング試料

 試料9.6ｍと試料8.9ｍでは、珪藻が検出されな

かった。試料8.4ｍと試料8.0ｍでも珪藻がほとんど

検出されなかったが、試料8.0ｍでは中－真塩性種

（汽－海水生種）のCaloneis westii  やNitzschia 

granulataが認められた。

試料7.4ｍでは、Hantzschia amphioxys、Navi-

cula contenta、Navicula mutica、Nitzschia 

amphibia、Nitzschia brevissimaなどの陸生珪藻

が優占し、貧－中塩性種（淡－汽水生種）のRho-

palodia gibberulaも比較的多く検出された。試料

6.9ｍでは、流水性種、止水性種、流水不定性種、

陸生珪藻がほぼ同じ割合であり、流水性種で中～下

流水性河川環境指標種群のAchnanthes lanceolata

やGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生環

境指標種群のCocconeis placentula、止水性種

で沼沢湿地付着生環境指標種群のGomphonema 

gracileやEunotia bilunaris、流水不定性種のAno-

moeoneis sp.やFragilaria capucina、陸生珪藻の

Nitzschia amphibiaやNavicula contentaなどが検

出された。試料6.1ｍでは、陸生珪藻のHantzschia 

amphioxys、Navicula mutica、Nitzschia am-

phibia、Navicula ignotaが優勢であり、流水性種

で沼沢湿地付着生環境指標種群のNavicula elgi-

nensisなどが伴われる。

試料2.9ｍでは、流水不定性種のNitzschia palea

が優占し、流水性種のGomphonema parvulum

や中～下流水性河川環境指標種群のAchnanthes 

lanceolata、陸生珪藻のHantzschia amphioxys、

Navicula mutica、Nitzschia amphibiaなどが伴

われる。試料2.55ｍ、試料2.5ｍと試料2.3ｍでは、

珪藻がほとんど検出されなかった。

（４）珪藻分析から推定される堆積環境

①遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

 弥生時代中期とされる２b層および２a層の堆積
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当時は、花粉があまり検出されないことから植生や

環境の推定は困難であるが、２b層ではネギ属、ニ

ガウリ属、ヨモギ属、ケシ科近似種などが認められ

ることから、日当たりのよい比較的乾燥した環境が

示唆される。花粉があまり検出されない原因として

は、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉

などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられ

る。なお、ニガウリ属やケシ科近似種については、

その他の分類群と比較して花粉の保存状態がかなり

良好であることから、上層から後代のものが混入し

た可能性も示唆される。

②ボーリング試料

放射性炭素年代測定で5910±50年BPの年代値が

得られた試料8.0ｍより下位の層準では、珪藻がほ

とんど検出されないことから、堆積環境の推定は困

難である。珪藻が検出されない原因としては、珪藻

の生育に適さない乾燥した堆積環境であったこと、

水流による淘汰を受けたこと、および土層の堆積

速度が速かったことなどが考えられる。なお、試

料8.0ｍでは微量ながら中－真塩性種（汽－海水生

種）が認められることから、何らかの海水の影響を

受けていた可能性が示唆される。

4300±60年BPの年代値が得られた試料7.4ｍで

は、陸生珪藻が優占し、貧－中塩性種（淡－汽水生

種）も比較的多いことから、湿潤な陸域が優勢な環

境であり、淡水域から汽水域の影響も受けていたと

考えられる。その後、試料6.9ｍの時期には河川の

影響のある湿地が拡大したと考えられ、汽水域の影

響は見られなくなったと推定される。3840±40年

BPの年代値が得られた試料6.1ｍの黒色粘性土の堆

積当時は、湿潤な陸域が優勢な環境であり、流水の

影響のある湿地も分布していたと推定される。

　3740 ± 40 年 BP の年代値が得られた試料 2.9

ｍの砂質シルト層では、流水性種を伴う流水不定性

種が優占することから、流水の影響もある不安定な

水域の環境が示唆される。試料 2.55 ｍの白色粘土

層および試料 2.5 ｍと試料 2.3 ｍの固く締まった暗

灰色シルト層では、珪藻がほとんど検出されないこ

とから、堆積環境の推定は困難である。珪藻が検出

されない原因としては、前述のようなことが考えら

れる。
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４．植物珪酸体分析

（紙面の都合により方法は割愛する）

（１）はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が

蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質

の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に

半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微

化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方

法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されてい

る（杉山，2000）。

（２）試料

分析試料は、ボーリング試料の深度2.2ｍ、2.3

ｍ、2.4ｍ、2.5ｍ、2.55ｍ、2.6ｍ、2.8ｍ、2.9

ｍ、5.9ｍ、6.1ｍ、6.6ｍ、6.9ｍ、7.1ｍ、7.4ｍ、

7.8ｍ、8.0ｍ、8.4ｍ、8.6ｍ、8.9ｍ、9.2ｍ、9.6

ｍ、9.9ｍから採取された22点、および遺物包含層

（２a層上部・２a層下部）、２b層、白色粘土から

採取された 4点の計 26点である。試料採取箇所を

分析結果図に示す。

（３）分析結果

①分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以

下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を図－45・図－46に示した。

〔イネ科〕

イネ、ムギ類（穎の表皮細胞）、キビ族型、ヨシ属、

シバ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ

族Ａ（チガヤ属など）、ウシクサ族Ｂ（大型）、Ｂタ

イプ

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチ

ク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ

ザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・

チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤ

コザサ節など）、マダケ属型（マダケ属、ホウライ

チク属）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）、その他

②植物珪酸体の検出状況

１）遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

 ２b 層では、ススキ属型が多量に検出され、イ

ネ、ヨシ属、ウシクサ族Ａ、ミヤコザサ節型、樹木

（その他）なども検出された。イネの密度は 3,500

個 /g であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判

断基準としている 3,000 個 /g を上回っている。２

a層下部では、イネが大幅に増加しており、ススキ

属型は減少している。また、メダケ節型、ネザサ節

型などが出現している。イネの密度は 7,700 個 /g

と高い値である。２a層上部では、イネ、メダケ節

型、ネザサ節型が増加しており、ムギ類（穎の表皮

細胞）、シバ属、マンサク科（イスノキ属）が出現

している。イネの密度は 8,600 個 /g と高い値であ

図－45　遺物包含層、2b層、白色粘土における植物珪酸体分析結果
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図－46　大江遺跡群ボーリング試料における植物珪酸体分析結果
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る。ムギ類（穎の表皮細胞）の密度は 2,100 個 /g

と比較的低い値であるが、穎（籾殻）は栽培地に残

されることがまれであることから、少量が検出され

た場合でもかなり過大に評価する必要がある。おも

な分類群の推定生産量によると、２b層ではススキ

属型が優勢であり、２a層下部ではイネ、ススキ属

型、２a層上部ではイネ、ススキ属型、メダケ節型

が優勢となっている。

２）ボーリング試料

試料9.9ｍ～9.2ｍでは、シバ属、ウシクサ族Ａ、

ネザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、

いずれも少量である。試料8.9ｍでは、ウシクサ族

Ａが比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、

メダケ節型、ミヤコザサ節型なども検出された。試

料8.6ｍと試料8.4ｍでは、ススキ属型やミヤコザサ

節型が増加しており、ヨシ属も出現している。試料

8.0ｍでは、ススキ属型がさらに増加しており、ミ

ヤコザサ節型は減少している。また、同試料では樹

木（照葉樹）のクスノキ科が出現している。樹木は

一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が

検出された場合でもかなり過大に評価する必要があ

る（杉山，1999）。なお、すべての樹種で植物珪

酸体が形成されるわけではなく、落葉樹では形成さ

れないものも多い。試料7.8ｍでは、ススキ属型が

減少している。

試料 7.4 ｍ～ 6.6 ｍでは、ウシクサ族Ａやミヤコ

ザサ節型が少量検出され、部分的にヨシ属、ススキ

属型、メダケ節型、チマキザサ節型なども検出され

た。試料 6.1 ｍ（黒色粘性土）では、ヨシ属が多量

に検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ

なども少量検出された。試料 5.9 ｍでは、キビ族型、

ウシクサ族Ａ、チマキザサ節型などが検出されたが、

いずれも少量である。

試料2.9ｍと試料2.6ｍでは、ヨシ属、ススキ属型、

ウシクサ族Ａなどが検出されたが、いずれも少量で

ある。試料 2.55 ｍ（白色粘土）では、ススキ属型、

ウシクサ族Ａ、ミヤコザサ節型、および海綿骨針な

どが検出されたが、いずれも少量である。試料 2.5

ｍ～ 2.2 ｍ（固く締まった暗灰色シルト）では、植

物珪酸体はほとんど検出されなかった。

なお、イネ科栽培植物（イネ、ムギ類、ヒエ、ア

ワ、キビなど）に由来する植物珪酸体は、いずれの

試料からも検出されなかった。

（４）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

①遺物包含層（２a層）及び２ｂ層

弥生時代中期とされる２b層の堆積当時は、スス

キ属などが生育する日当たりの良い草原的な環境で

あったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する

湿地的なところも見られたと推定される。また、調

査地点もしくはその近辺では稲作が行われていたと

考えられる。

2a層の堆積当時は、おもに稲作が行われていた

と考えられ、同層上部の時期にはムギ類の栽培も行

われていたと推定される。また、周辺にはススキ属

やメダケ属（メダケ節やネザサ節）などが分布して

いたと考えられ、調査地周辺にはイスノキ属などの

樹木（照葉樹）が生育していたと推定される。

②ボーリング試料 

試料 9.9 ｍ～ 9.2 ｍの灰白色粘性土層の堆積当時

は、メダケ属（ネザサ節）やササ属（ミヤコザサ節）

などの竹笹類、およびシバ属やウシクサ族などが生

育するイネ科植生であったと考えられ、比較的乾燥

した環境であったと推定される。なお、植物珪酸体

密度が低いことから、河川の影響など何らかの原因

でイネ科植物の生育にはあまり適さない環境であっ

たことや、土層の堆積速度が速かったことなどが想

定される。

放射性炭素年代測定で 19420 ± 90 年 BP の年

代値が得られた 8.9 ｍから 8.4 ｍにかけての砂混粘

性土層の堆積当時は、ササ属（ミヤコザサ節）など

の笹類を主体として、ススキ属やチガヤ属なども見

られるイネ科植生であったと考えられ、比較的乾燥

した環境であったと推定される。

タケ亜科のうち、メダケ属は温暖、ササ属は寒冷

の指標とされており、メダケ率（両者の推定生産量

の比率）の変遷は、地球規模の氷期－間氷期サイ

クルの変動と一致することが知られている（杉山，

2001）。ここではササ属（ミヤコザサ節）が卓越し

ていることから、当時は比較的寒冷な気候であった

と推定される。
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5910±50年BPの年代値が得られた試料8.0ｍか

ら試料7.8ｍにかけての砂混粘性土層では、ススキ

属やチガヤ属などが生育する草原的な環境であった

と考えられ、周辺にはクスノキ科などの照葉樹林が

分布していたと推定される。照葉樹のクスノキ科が

見られることから、当時は比較的温暖な気候であっ

たと推定される。

このように、試料8.0ｍの下位を境に植生・環境

が異なっており、年代測定値も大きく異なることか

ら、この付近に不整合が存在しており、この間の堆

積層が欠如している可能性が考えられる。

4300±60年BPの年代値が得られた試料7.4ｍか

ら試料5.9ｍにかけての粘性土層の堆積当時は、部

分的にヨシ属やウシクサ族などは見られるものの、

河川の影響など何らかの原因でイネ科植物の生育

にはあまり適さない環境であったと考えられる。な

お、3840±40年BPの年代値が得られた試料6.1ｍ

の黒色粘性土層の時期には、一時的にヨシ属などが

繁茂する湿地の状況になっていたと推定される。

3740±40年BPの年代値が得られた試料2.9ｍの

砂質シルト層や試料2.6ｍの粘性土層の堆積当時

は、ススキ属やチガヤ属、ヨシ属などは見られるも

のの、河川の影響など何らかの原因でイネ科植物

の生育にはあまり適さない環境であったと考えられ

る。

試料2.55ｍの白色粘土層および試料2.5ｍ～2.2ｍ

の固く締まってた暗灰色シルト層では、植物珪酸体

がほとんど検出されないことから、植生や環境の推

定は困難である。植物珪酸体が検出されない原因と

しては、前述のようなことが考えられる。
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５．竃袖石部材の蛍光Ｘ線分析

（紙面の都合により方法は割愛する）

（１）はじめに

物質にＸ線を照射すると、その物質を構成してい

る元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が放出さ

単位：wt（%）

 地点・試料 1 2 3 4

  4 号住居址 10 号住居址 　　   ボーリング試料

原子№ 化学式 竃石 竃石 2.3 ｍ 2.5 ｍ

11 Na2O 1.617 1.421 1.478 1.599

12 MgO 0.949 0.507 1.147 1.132

13 Al2O3 23.853 24.569 20.138 20.367

14 SiO2 48.966 49.706 52.554 53.887

16 SO3 0.223 0.749 0.433 0.794

19 K2O 0.497 0.502 1.347 1.072

20 CaO 6.692 5.915 7.975 7.119

22 TiO2 1.607 1.603 1.488 1.337

23 V2O5 0.045 0.066 0.067 0.070

25 MnO 0.250 0.312 0.237 0.304

26 Fe2O3 15.214 14.551 13.029 12.225

38 SrO 0.088 0.100 0.107 0.095

表－５　大江遺跡群における蛍光Ｘ線分析結果
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れ、この蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定する

ことで、物質に含まれる元素の種類と量を調べるこ

とができる。

（２）試料

試料は、竃址（4号住居址、10号住居址）の袖石

部材から採取された2点、およびボーリング試料の

固く締まった暗灰色シルト層（試料2.3ｍ）、白色

粘土（試料2.5ｍ）から採取された2点の計4点であ

る。

（３）分析結果

各元素の定量分析結果（wt％）を表－5および図

－47に示す。

（４）考察

竃址（4号住居址、10号住居址）の袖石部材の

試料では、珪酸（SiO2）の含量が49.0～50.0％、

アルミニウム（Al2O3）が23 .9～24 .6％、鉄

（Fe2O3）が14.6～15.2％、カルシウム（CaO）が

5.9～6.7％であり、珪酸が主成分となっている。

ボーリング試料の固く締まった暗灰色シルト層か

ら採取された試料2.3ｍと2.5ｍでは、珪酸（SiO2）

の含量が52.6～53.9％、アルミニウム（Al2O3）が

20.1～20.4％、鉄（Fe2O3）が12.2～13.0％、カル

シウム（CaO）が7.1～8.0％であり、珪酸が主成分

となっている。

図－47　大江遺跡群における蛍光Ｘ線分析結果（wt％）

両者の比較では、竃址の袖石

部材の方がボーリング試料の固

く締まった暗灰色シルト層およ

び白色粘土よりもアルミニウム

と鉄の含量がやや高く、珪酸の

含量はやや低い傾向が認められ

るが、明瞭な差異ではない。ま

た、ナトリウム（Na2O）、マグ

ネシウム（MgO）、チタニウム

（TiO2）などの微量元素につい

ても、両者の間でとくに明瞭な

差異は認められなかった。

以上の結果から、竃址の袖石

部材とボーリング試料の固く締

まった暗灰色シルト層および白

色粘土は、給源が同一である可

能性が考えられる。
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第Ⅴ章　総括

第Ⅴ章　総括

県営九品寺団地の建て替えに伴い実施した調査範

囲は、総面積1,657㎡であった。

今回の調査で検出した遺構は、住居址、溝及び土

坑、畝状遺構、方形竪穴遺構であった。主な成果と

して、大江遺跡群の南端部の地域では、古墳時代か

ら集落となっており、古代まで集落として継続され

ていたことが理解できたこと。また、住居址の竈に

使用した袖石の石材として本調査地を流れる流路か

ら切り出していたこと。さらには、土壌の調査を行

うことにより、縄文時代から中世までの層序が確立

でき、古環境がある程度復元できたことにある。

住居址は、総数22軒検出された。6世紀後半の古

墳時代後期から古代までの時代幅があり、ほぼ連

続的に存在していたことがわかった。集落として8

世紀に繁栄し、9世紀になり急激に住居址がなくな

る。それ以降は、生活の痕跡が認められない。9世

紀になり急激に住居址がなくなることは、集落とし

ての繁栄と廃絶される時期が、今まで大江遺跡群で

指摘されているように国府の移転に伴う集落の廃絶

として考えられる。古代の集落では、下級の役人た

ちが生活していた可能性があり、墨書土器の存在は

その可能性を引き出すひとつの証拠になると言えよ

う。検出の状況も、古墳時代の住居址は、ある程度

の切り合いを示すが、古代になると切り合いが顕著

になってくる。これまでの大江遺跡群の調査でも住

居址が集中して検出される特徴があり、今回の調査

でも同じような結果が得られた。また、住居址の規

模も古墳時代から古代（繁栄期）までは大型化する

が、廃絶される時期（9世紀）には小型化する傾向

を示すという結果が得られた。

溝については、1号溝（自然流路）は、古墳時代

には形成されていて、13世紀には完全に埋まった

と考えられる。1号溝以外の溝は、遺物の量が極端

に少なく、時代が特定できる遺物が少ないため詳し

い時期特定はできないが、1号溝を境に西側が中世

で、5号溝は近世と考えられる。特筆すべき点とし

て、1号溝の底に見られる粘土（7層）及び凝灰質

砂岩（6層）である。溝の底には、明らかに切り出

した痕跡が認められる。切り出した石材は、（30

×20×15）㎝サイズくらいに加工され、竈の袖石

として使用された。蛍光X線分析により自然堆積の

粘土及び凝灰質砂岩と竈の袖石の分析値が一致して

おり、この調査区内の流路の底から切り出している

ことが判明した。尚、この粘土は、分析の結果、成

因としては、火山性の泥流の発生により粘土鉱物を

多く含む泥水が沈殿固結したものであると思われ、

時期として約3,740年前（縄文後期）から約1,960

年前（弥生中期）の間で、その中でも古い時期に形

成されたと言える。

尚、土坑については、出土遺物が少なく、詳細な

時期特定は困難であるが、古代の土師器を産出し、

住居址に隣接して検出されることから、大方、古代

に構築されたものと考えている。

竈の袖石については、今回の調査によって、1号

溝の底から石材となった粘土及び凝灰質砂岩が検出

でき、この粘土及び凝灰質砂岩から切り出した痕跡

を確認できた。本調査区はもちろんのこと、大江遺

跡群の他の調査地、新南部遺跡群など他の遺跡でも

竈の袖石として出土している。白川流域では、この

自然流路から粘土及び凝灰質砂岩を切り出し、竈の

袖石として使用しているようである。今後、本流路

の出土例が増えることで、どの程度の範囲で切り出

せた場所があったか推定できるようになると考えら

れる。

大江遺跡群は、縄文時代から明治時代の遺跡とし

ているが、周辺の遺跡の調査において、縄文時代の

層位が確認できない等の課題もあった。さらに、こ

の地域は、すでに宅地化が進み、現地形から洪積台

地と沖積地との境界を読み取るのは非常に困難であ

り、縄文海進期の海岸線など不明な点も多かった。

そこで、縄文時代の遺物包含層の層位の確定や時代

ごとの自然環境の把握のため、ボーリング試料によ

る古環境調査を行った。その結果、深度約8m（標

高4m）で約5,910年前の年代を得て、この時期に

は少なからず海水の影響を受けた時期であることが

わかった。その後は、乾陸化し河川周辺に見られる

自然堤防部となり現代に至っている。乾陸化した後

の植生については、調査区では草木、周辺では照葉

樹が生育していた環境であったと考えられる。
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写真－７　基本土層

写真－８　作業風景

写真－９　１号住居址完掘状況
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写真－10　５号住居址完掘状況

写真－11　６号住居址完掘状況

写真－12　７号住居址完掘状況
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写真－13　11号住居址完掘状況

写真－14　13号住居址完掘状況

写真－15　15号住居址完掘状況
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写真－16　17号住居址完掘状況

写真－17　18号住居址完掘状況

写真－18　５号住居竃址

出土状況
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写真－19　６号住居東側竃址

出土状況

写真－20　７号住居竃址

出土状況

写真－21　11号住居竃址

出土状況
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写真－24　18号住居址遺物

出土状況

写真－22　５号住居址遺物

出土状況

写真－23　７号住居址遺物

出土状況
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写真－25　２号方形竪穴遺構

完掘状況

写真－26　２号土坑完掘状況

写真－27　６号土坑完掘状況
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写真－28　７号土坑完掘状況

写真－29　19号土坑完掘状況

写真－30　１号溝完掘状況
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写真－31　１号溝石材切出部

出土状況

写真－32　2号溝完掘状況 写真－33　３号溝完掘状況
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写真－36　畝状遺構完掘状況

写真－34　４号溝完掘状況 写真－35　５号溝完掘状況
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９

写真－37　

４号・５号住居址出土遺物

　図－35　１　２　３　５

写真－38　

　６号住居址出土遺物

　　図－35　６　７　８

写真－39　

　７号住居址出土遺物

　　図－35　９

１

２

３

５

８
６

７
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写真－40　

　７号住居址出土遺物

　　図－35　10　12

写真－41　

　７号・10号住居址出土遺物

　　図－35　11

　　図－36　14　15

写真－42　

　７号住居址出土遺物

　　図－36　13
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11

14

15

13



87

写真－43　

　11号住居址出土遺物

　　図－36　18　19　20

写真－44　

　11号住居址出土遺物

　　図－36　21　22

写真－45　

　16号住居址出土遺物

　　図－37　23　24　25
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写真－46　

　17号住居址出土遺物

　　図－37　26　27　28

写真－47　

　17号住居址出土遺物

　　図－37　29

写真－48　

　17号・18号住居址出土遺物

　　図－37　30

　　図－38　31　32
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写真－49　

　18号住居址・2号方形竪穴

　遺構出土遺物

　　図－38　34　36

写真－50　

　５号・６号・19号住居址

　出土遺物

　　図－38　37　39　40

写真－51　

　７号土坑・１号溝上層

　出土遺物

　　図－39 41　42　43

　　　　　 44　45　46
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写真－52　

　１号溝上層出土遺物

　　図－39 47　48　49

 50　51

写真－53　

　１号溝上層出土遺物

　　図－39　52　53　54

写真－54　

　１号溝下層出土遺物
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47 48
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写真－55

　１号溝下層出土遺物

　　図－40　56　57　58

写真－56

　１号溝下層出土遺物
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　１号溝下層出土遺物
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写真－58

　１号溝下層出土遺物

　　図－41 70　71　72

 73　74　75

写真－59

　1159ピット・遺物包含層

　出土遺物

　　図－41 76（1159ピット）

 77（0037グリッド）

 78（0027グリッド）

写真－60

　遺物包含層出土遺物

　　図－41 79（0038グリッド）

 80（0037グリッド）

 81（0130グリッド）
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写真－61

　遺物包含層出土遺物

　　図－41　82（0048グリッド）

写真－62

　遺物包含層出土遺物

　　図－41 83（0048グリッド）

 84（0037グリッド）

写真－63　

　1116ピット・遺物包含層

　出土遺物

　　図－42 85（0027グリッド）

 86（1116ピット）

 87（0029グリッド）
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写真－64

　18号住居址出土墨書土器

　　図－38　33

　遺物包含層（0048グリッド）

　出土墨書土器

　　図－41　83

写真－65　

　10号住居竈址出土ガラス

　小玉

　　図－38　38

写真－66

住居址から出土した竃の

袖石（①、②）と流路に露出

している原岩（③、④）

83

38

33

①

②

③

④
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モモ核片 モモ核片 カラスザンショウ種子片

1.0㎜5.0㎜

センダン核カヤツリグサ科果実

1.0㎜1.0㎜

1.0㎜
5号住居竈址から出土

6号住居竈址から出土 10号住居竈址から出土

11号住居竈址から出土 18号住居竈址から出土

ケシ科種子ケシ科種子

写真－67　住居竈内埋土から出土した種実
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遺跡の概要

主な成果として、本調査地の所在する大江遺跡群の南端部の地域では、古墳時代から集落として形成さ

れ、古代まで集落として継続されていたことが理解できたこと。また、住居の竈に使用した袖石の石材と

して本遺跡群を流れる流路から切り出していたこと。さらには、土壌の調査の結果から、調査地周辺の縄

文時代から中世までの層序が確立でき、古環境がある程度復元できたことにある。

住居址は、総数22軒検出された。6世紀後半の古墳時代後期から古代までの時代幅で、ほぼ連続的に存

在していたことがわかる。集落として8世紀に繁栄し、9世紀になり急激に住居址がなくなる。それ以降は、

顕著な生活の痕跡が認められない。溝については、1号溝（自然流路）が、少なくとも古墳時代には形成さ

れていて、13世紀には完全に埋まったと考えられる。1号溝の底に見られる粘土及び凝灰質砂岩の層から

明らかに石材として切り出した痕跡が認められた。蛍光X線分析により粘土及び凝灰質砂岩と竈の袖石の

分析値が一致しており、この調査地内の流路の底から切り出していることが判明した。

ボーリング試料による古環境調査は、古環境の復元のみならず、周辺地域の調査や熊本平野の低湿地の

調査を行う際にも貴重な参考資料になると考えられる。

　ふりがな おおえいせきぐん

　書名 大江遺跡群Ⅲ

　副書名 県営九品寺団地建替事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

　巻次

　シリーズ名 熊本県文化財調査報告

　シリーズ番号 第 232 集

　編著者名           馬場正弘

　編集機関 熊本県教育委員会

　所在地 〒 862-8609　熊本県熊本市水前寺 6丁目 18番 1号

　発行年月日 平成 18年 3月 31日

ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

おおえいせきぐん

大江遺跡群

くまもとけんくまもとし

くほんじ３ちょうめ

熊本県熊本市

九品寺 3丁目

43201 283

32 度

47 分

30 秒

130 度

43 分

08 秒

平成17年1月

～
平成17年3月

1,657㎡ 団地建替

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大江遺跡群 集落址 古墳時代

奈良時代

平安時代

中世　　

竪穴住居址

土坑

溝

畑

掘立柱建物

土師器

須恵器

石製品

鉄製品

輸入陶磁器

墨書土器少量出土

報　告　書　抄　録
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